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ご自由に お持ちください。

Ｇ-クレジット認証証等交付式
（Ｇ－クレジットの森・応援パートナー）

開催日 行事名等 内　容　等
場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

8月6日（火） 狩猟免許試験
（わな猟）

●狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9：30～17：00
●申込：7/9～7/23
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは右記に

お問い合わせください。

中濃総合庁舎　大会議室

各地域を所管する県事務所等、または
環境生活政策課
TEL:058-272-8231

8月3日（土） ぎふ木遊館　
サマーフェスタ

●内容：特別企画として当館名誉館長の竹下景子氏と元
みんなの森 ぎふメディアコスモス総合プロデューサー
吉成信夫氏のクロストーク＆朗読劇のほか、フェスタ
限定メニュー等を体験できます。（事前予約制）

●時間：13：00～18：30
※詳細及び予約はぎふ木遊館ホームページ
　をご参照ください。

ぎふ木遊館
（岐阜市学園町2-33）

ぎふ木遊館
TEL：058-215-1515

森林・林業関係イベントカレンダー（8月）
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緑化功労者表彰状、緑の募金感謝状を
伝達・贈呈しました

　６月６日（木）に開催した公益社団法人岐阜県緑化推進委員会第１３回定時総会の席上で、水野正敏会
長（県議会議長）から次の方々に表彰状並びに感謝状を伝達・贈呈しました。
　なお、令和５年度の「緑の募金」は感謝状贈呈者をはじめ多くの県民の皆様方のあたたかいご支援によ
り、総額54,042,444円の募金がありました。改めまして皆様に感謝を申し上げますと共に、今後もご協力よろ
しくお願いします。
　また、表彰を受けられた皆様には、これからも地域の森林づくりや緑化活動、森林環境教育に益 ご々活
躍下さい。　

【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会 専務理事　田中 敏隆】

岐阜県緑化推進委員会会長表彰

「緑の募金」岐阜県緑化推進委員会会長感謝状
（10万円以上の寄付者）

左からブラザー工業（株）、水野会長、
ひだまりほーむグループ（株）鷲見製材

左からダイドードリンコ（株）、中部事務機（株）、水野会長、
岐阜トヨペット（株）、（株）大垣共立銀行

（敬称略）

≪緑化功労者表彰≫

≪「緑の募金」感謝状≫

マックスバリュ東海株式会社（浜松市）

イオンビッグ株式会社（名古屋市）

株式会社ＮＴＴドコモ東海支社（名古屋市）

株式会社平和堂（彦根市）

ダイドードリンコ株式会社（大阪市）

株式会社十六フィナンシャルグループ（岐阜市）

中部事務機株式会社（岐阜市）

岐阜トヨペット株式会社（岐南町）

株式会社大垣共立銀行（大垣市）

株式会社河合寿司（大垣市）

西濃緑化推進協議会（大垣市）

ブラザー工業株式会社（名古屋市）

ひだまりほーむグループ株式会社鷲見製材（岐阜市）

株式会社河合寿司（大垣市）

「緑の募金」国土緑化推進機構理事長感謝状
（50万円以上の寄付者）
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　県では、健全で豊かな森林づくりを進めるとともに、「脱炭素社会ぎふ」を実現するため、令和５年１１月から国の
Ｊ－クレジット制度の対象とならない、適切に管理された森林による二酸化炭素吸収量を「クレジット」として県が
認証する、本県独自のＧ－クレジット制度を運用しています。
　令和６年５月１４日（火）に、初となるＧ－クレジットの認証証を交付するとともに、G－クレジットの購入や普及
啓発をとおして、県の森林づくりを応援していただける企業等に対し、「Ｇ－クレジットの森・応援パートナー」の登
録証を交付しました。
　まず、一昨年度に試行で取り組んだ中津川市と東白川村森林組合に、古田知事から認証証を交付しました。認証
量は、中津川市が434t-CO2、東白川村森林組合が104t-CO2の合わせて538t-CO2となります。
　つづいて、G－クレジットの森・応援パートナーを代表し、１３者（購入部門６者、普及啓発部門７者）に登録証を交
付しました（https://www.pref.gifu.lg.jp/page/354037.htmlからパートナーの一覧をご覧いただけます）。
　交付式の最後には、G－クレジット制度の創設を提言された、県立森林文化アカデミーの涌井学長から「今！何故
G－クレジットなのか？」と題して基調講演をしていただきました。

　いよいよ、G－クレジット制度の本格的な運用が始まります。クレジットの取引を活発にしていくため、クレジット
の創出量を増やしていくとともに、多くの企業等に購入していただけるようクレジットの活用方法の幅を広げてまい
ります。

　また、「Ｇ－クレジットの森・応援パートナー」は随時募集しています。パートナーになって岐阜県と一緒に健全で
豊かな森林づくりを進めませんか。

Ｇ－クレジットの主な活用方法
（１）地域貢献
　　事業所や工場等の所在地域や、その上流域にある県内の森林づくりを応援
（２）カーボン・オフセット

事業活動や、会議・イベント開催で排出される温室効果ガスをオフセット
製造などの過程で排出される温室効果ガスをオフセットした製品やサービスの提供

（３）県地球温暖化防止及び気候変動適応基本条例（県温対条例）の報告
　　県温対条例に基づく温室効果ガス排出削減実績の報告　
（４）県発注工事(※)の工事成績評定において評価

Ｇ－クレジットを５t-CO2以上購入し、地域の森林づくりに貢献した場合、「社会性等（地域への貢献
等）」において評価
（※）令和６年４月１日以降に契約し、令和６年９月１日以降に完成検査を行う県（農政部、林政部、県土

整備部及び都市建築部)が発注する工事

【Ｇ－クレジット制度】
  Ｇ－クレジット制度運営事務局
　  受付時間：平日（月～金）9:00～17:00　TEL：058-201-5112
　  E-mail：gcredit-gifu@g-moriren.co.jp　　Webサイト：https://gcredit-gifu.jp

【Ｇ－クレジットの森・応援パートナー制度】
  森林活用推進課森林吸収源対策室緑化推進係
  　受付時間：平日（月～金）8:30～17:15　TEL：058-272-1111（内4349）
  　E-mail：c11513@pref.gifu.lg.jp パートナー申請フォーム

事務局Webサイト

Ｇ－クレジット（第１回）認証証等交付式
を開催しました

Ｊ－クレジット（森林由来）の対象森林
（森林経営計画内）

岐阜県県営林J－クレジット

Ｊ－クレジットとは―
省エネルギー設備の導入や再生可能エネルギーの利用
によるCO2等の排出削減量や、適切な森林管理による
CO2等の吸収量を「クレジット」として国が認証する制
度です。
本制度は、国により運営されています。
岐阜県県営林Ｊ－クレジットは岐阜県の保有する森林に
おいて森林整備を行ったことによる二酸化炭素の吸収
量をクレジット化し販売しています。

Ｊ－クレジットは何に使える？―
本制度により創出されたクレジットは、経団連カーボン
ニュートラル行動計画の目標達成やカーボン・オフセッ
ト、地球温暖化対策の推進に関する法律の報告など
様々な用途に活用できます。

カーボン・オフセットとは―
カーボン・オフセット（carbon offset）とは、自分が出す
CO2をほかの人が削減したCO2で排出量全体、または一
部を穴埋めする制度です。

県営林整備の増進。企業評価の向上―
県営林クレジットの販売収益は県営林の整備に役立てら
れ、企業による地元森林整備への寄与、環境への貢献な
どのPRがなされ、CSRへの効果も期待できます。 
※CSRとは：企業活動において、社会的公正や環境などへの配

慮を組み込み、従業員、投資家、地域社会などの利害関係者に
対して責任ある行動をとるとともに、説明責任を果たしていく
ことを求める考え方 

●販売単価　11,000円／t-CO2（消費税及び地方消費税を含む）　　　  
●販売期間　7月～9月
●販売数量　最小販売単位は１t-CO2で１t単位での販売
●総　　量　700t-CO2　　　　　　　　 
●購入申込　岐阜県公式ホームページより申請してください。

企業型
■製造業・運送業等の活動により排出された
　CO₂のオフセット
■イベント等で排出されるCO₂をオフセット

消費者参加型
■カーボン・オフセット付き商品の購入
■旅行による移動によって出るCO₂の カーボン・
　オフセット付き旅券等の購入によるオフセット

岐阜県県営林クレジットで、あなたの環境への一歩が
未来をはぐくむ力になります。

販売に関する問い合わせ先　岐阜県林政部森林保全課　　ＴＥＬ．０５８ｰ２７２ｰ８５２６　Ｅメール. c11519@pref.gifu.lg.jp
制度に関する問い合わせ先　Ｊ－クレジット事務局　https://japancredit.go.jp/

出典：Ｊ－クレジット事務局HP

地域を守り、未来を築く

利
用
方
法
の
例

Ｇ－クレジットの対象森林
（森林経営計画外）

Ｊ－クレジット（森林由来）の対象森林
（森林経営計画内）

クレジット対象森林の
イメージ

異なります。県は今後も、両制度を推進していきます。
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岐阜県県営林J－クレジット

Ｊ－クレジットとは―
省エネルギー設備の導入や再生可能エネルギーの利用
によるCO2等の排出削減量や、適切な森林管理による
CO2等の吸収量を「クレジット」として国が認証する制
度です。
本制度は、国により運営されています。
岐阜県県営林Ｊ－クレジットは岐阜県の保有する森林に
おいて森林整備を行ったことによる二酸化炭素の吸収
量をクレジット化し販売しています。

Ｊ－クレジットは何に使える？―
本制度により創出されたクレジットは、経団連カーボン
ニュートラル行動計画の目標達成やカーボン・オフセッ
ト、地球温暖化対策の推進に関する法律の報告など
様々な用途に活用できます。

カーボン・オフセットとは―
カーボン・オフセット（carbon offset）とは、自分が出す
CO2をほかの人が削減したCO2で排出量全体、または一
部を穴埋めする制度です。

県営林整備の増進。企業評価の向上―
県営林クレジットの販売収益は県営林の整備に役立てら
れ、企業による地元森林整備への寄与、環境への貢献な
どのPRがなされ、CSRへの効果も期待できます。 
※CSRとは：企業活動において、社会的公正や環境などへの配

慮を組み込み、従業員、投資家、地域社会などの利害関係者に
対して責任ある行動をとるとともに、説明責任を果たしていく
ことを求める考え方 

●販売単価　11,000円／t-CO2（消費税及び地方消費税を含む）　　　  
●販売期間　7月～9月
●販売数量　最小販売単位は１t-CO2で１t単位での販売
●総　　量　700t-CO2　　　　　　　　 
●購入申込　岐阜県公式ホームページより申請してください。

企業型
■製造業・運送業等の活動により排出された
　CO₂のオフセット
■イベント等で排出されるCO₂をオフセット

消費者参加型
■カーボン・オフセット付き商品の購入
■旅行による移動によって出るCO₂の カーボン・
　オフセット付き旅券等の購入によるオフセット

岐阜県県営林クレジットで、あなたの環境への一歩が
未来をはぐくむ力になります。

販売に関する問い合わせ先　岐阜県林政部森林保全課　　ＴＥＬ．０５８ｰ２７２ｰ８５２６　Ｅメール. c11519@pref.gifu.lg.jp
制度に関する問い合わせ先　Ｊ－クレジット事務局　https://japancredit.go.jp/

出典：Ｊ－クレジット事務局HP

地域を守り、未来を築く

利
用
方
法
の
例

Ｇ－クレジットの対象森林
（森林経営計画外）

Ｊ－クレジット（森林由来）の対象森林
（森林経営計画内）

クレジット対象森林の
イメージ

Ｊ－クレジット制度とＧ－クレジット制度は対象となる森林が
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●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8255　森林活用推進課　緑化推進係まで

企業との協働による森林づくり
　県では、県民協働による森林づくりの一環として、「企業との協働による森林づくり」を推進しています。
　令和５年１１月から新たに２件の森林づくり協定を締結しました。これにより、協定締結件数は３４件（うち4件は期間
終了）となりました。

　令和5年11月12日に、社会医療法人厚生会（美濃加茂市）、美濃加茂市及び岐阜県の3者で、森林づくり協定を締結しました。
　職員による里山整備により、森林の有する山地災害防止や二酸化炭素の吸収などの機能の向上
に寄与していきます。また、美濃加茂市「健康10か条」関連事業として実施し、職員の健康増進を
図ります。

CJIMCの森

○場　　所：美濃加茂市山之上町地内（面積 3.50ha）
○森の名称：「C JIMCの森」
○協定期間：令和5年11月12日～令和10年3月31日（5年）
○主な活動：里山整備、歩道整備、地域交流事業

○場　　所：美濃加茂市山之上町地内（面積 5.42ha）
○森の名称：「富士通グループの森」
○協定期間：令和6年2月20日～令和9年3月31日（3年）
○主な活動：里山整備、歩道整備、地域交流事業

　令和6年2月20日に、富士通Japan株式会社（神奈川県川崎市）、美濃加茂市及び岐阜県の3者で、森林づくり協定を締結しま
した。
　里山整備、歩道開設等の森林整備活動を実施することにより、森林づくりに貢献するとともに、地域社会との交流を図ることによ
り地域の発展にも寄与します。

33

富士通グループの森34

木材産業DXアドバイザー派遣事業のご案内
　現在、岐阜県では、林業・木材事業者の事務の効率化、生産効率の向上、情報共有を目
的に、DX（デジタルトランスフォーメーション）に取り組む事業者を支援しています。
　当派遣事業は、DXの取り組みを検討している林業・木材事業者の方を対象に、DXの専
門家であるアドバイザー（ITコーディネーター等）が、事業者の事情や状況に応じた支援・
助言を行います。「DXに興味があるが何をしたらいいか分からない」「DXに取り組んでい
るが、アドバイザーから話を聞きたい」等DXについてお悩みがありましたら、ぜひ本事業の
活用をご検討ください。

●お問い合わせ先：岐阜県林政部県産材流通課加工流通係　058-272-8486（直通）

無料（アドバイザーの報償費、旅費は県が負担します。）

令和７年1月末（予算額に達し次第受付を終了させていただきます。）

費　  用

申込期限
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【森林保全課　治山係】　

毎年７月を迎える頃から、全国各地で集中豪雨や大型台風による甚大な山地被害が発生しています。

岐阜県においては、昨年８月の台風７号災害により、揖斐地域を中心に多大な被害が発生しました。

このような被害を防止するため、県では、地形や地質から見て山崩れや土石流の危険度が高く、人家

や道路へ直接影響が大きい箇所を山地災害危険地区として、重点的に治山事業を進めています。

また、災害による人的被害を減らすためには、自分の身は自分で守るという自助や周りの人たちと助

け合うという共助の取組が重要となります。県民の皆様には、山地災害が発生する前にぜひ、自宅周辺

などの山地災害危険地区や避難所を確認するなど、早めの備えをお願いします。

林野庁、県及び市町村が一体となって実施している山地災害防止

キャンペーン（５月２０日～６月３０日）の関連行事として、「山地災

害防止標語及び写真コンクール」が、一般社団法人 日本治山治水協

会の主催で実施されています。

今年度も、山地災害防止に係る標語と写真作品を募集しています。

（締切９月３０日（月）当日消印有効）

毎年作成される山地災害防止キャンペーンポスターは、このコン

クールで最優秀賞に選ばれた作品が採用されることもあります。多

くの方からの応募をお待ちしています。

〒100-0014　東京都千代田区永田町2-4-3　永田町ビル４階
（一社）日本治山治水協会　標語・写真コンクール係
TEL：03-3581-2288、FAX：03-3581-1410

【標語及び写真コンクールの応募先及び問い合わせ先】

令和６年度
山地災害防止キャンペーンポスター

山地災害危険地区の位置は、県域統合型GISからご覧になれます。
（https://gis-gifu.jp/gifu/portal/index.html　より、「山地災害危険地区」で検索）

多発する山地災害への備え

令和６年度
山地災害防止標語及び写真コンクール
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令和６年度も７組の交流派遣が継続
          

林野庁

派遣元 派遣元派遣先 派遣先

本巣市

揖斐川町

白川町

郡上市

中津川市

下呂市

  瀧根　隆司
(岐阜森林管理署)

津村　直樹
(林政部森林経営課)

土肥　基生
(本巣市林政課)

  後藤　謙治
(揖斐農林事務所)

三輪　哲司
(揖斐川町農林振興課)

竹嶋　泰知
(揖斐農林事務所)

吉田　達也
(郡上市農林水産部)

中山　潤
(林政部県産材流通課)

安江　博之
(中津川市林業振興課)

加藤　貴之
(林政部森林活用推進課)

 大島　愛彦
（下呂市農林部）

神戸　俊明
(林政部森林経営課)

神戸　慶造
(林政部県産材流通課)

　
５
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
し
た
「
交
流
派
遣
を
終
え
て
」
に
投
稿
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
11
名
の
皆
様
に
は
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
ま
た
執
筆
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
様
の
感
想
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
違
う
行
政
機
関
や
別
の
仕
事
を
し
た
こ

と
で
改
め
て
気
付
い
た
発
見
や
反
省
点
。
特
に
連
携
の
大
切
さ
で
し
ょ
う
か
。

　
人
口
減
少
下
、
持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
い
て
、
専
門
知
識
・
技

術
の
習
得
だ
け
で
な
く
、
連
携
や
協
働
の
視
点
か
ら
も
交
流
派
遣
の
意
義
は
大
き
い

も
の
と
考
え
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
も
計
13
人
の
方
が
派
遣
先
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
皆
様
、
終
了

の
折
に
は
ぜ
ひ
投
稿
お
願
い
し
ま
す
。    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
編
集
担
当
）

岐阜県

交 流 派 遣 を 終 え て

　
２
０
２
１
年
度
の
４
月
か
ら
３
年
間
、
林
政
部
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
初
年
度

は
林
政
課
に
お
い
て
森
林
環
境
譲
与
税
と
市
町
村
森
林
整
備
計
画
に
か
か
る
業
務
、
２
・

３
年
度
目
は
森
林
活
用
推
進
課
に
お
い
て
、
前
記
の
譲
与
税
や
森
林
経
営
管
理
制
度
、

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い
っ
た
市
町
村
林
務
行
政
支
援
に
関
す
る
業
務
を
主
に
担

当
し
な
が
ら
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
森
林
吸
収
源
対
策
（
Ｇ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
創
設
）

等
に
も
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
派
遣
前
、
林
務
の
経
験
が
な
か
っ
た
た
め
、
派
遣
の
打
診
を
受
け
た
当
初
は
大
変
不

安
に
感
じ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
自
分
に
対
し
て
も
、
県
職
員

の
皆
様
に
は
森
林
・
林
業
に
か
か
る
基
礎
的
な
知
識
か
ら
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、

３
年
間
を
経
た
今
は
、
決
し
て
十
分
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
当
初
と
比
べ
れ
ば
大
き
く

成
長
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
市
町
村
の
林
務
担
当
者
の
皆
様
と
の
情
報
交
換
、
あ
る
い
は
令
和
３
年
度

に
設
置
し
た
地
域
森
林
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
な
ど
に
関
わ
る
な
か
で
、
森
林
・

林
業
で
は
ど
の
市
町
村
に
も
共
通
し
て
直
面
し
て
い
る
課
題
が
あ
る
こ
と
も
学
び
ま
し

た
。
そ
の
主
な
も
の
は
、①
林
業
の
担
い
手
不
足
、②
森
林
の
所
有
者
不
明
や
境
界
の
不

明
確
、③
樹
種
や
林
齢
、
材
積
と
い
っ
た
森
林
資
源
情
報
の
精
度
、
そ
し
て
④
森
林
・

林
業
と
い
う
非
常
に
専
門
性
の
高
い
分
野
に
お
い
て
、
定
期
異
動
に
よ
り
数
年
単
位
で

入
れ
替
わ
る
市
町
村
行
政
に
携
わ
る
職
員
の
知
識
・
経
験
を
い
か
に
蓄
積
す
る
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
市
林
業
振
興
課
の
一
職
員
と
し
て
、
中
津
川
市
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で

３
年
間
培
っ
た
知
識
・
経
験
を
活
か
そ
う
と
尽
力
し
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
現
場
で
は

日
々
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
力
不
足
だ
と
感
じ
る
こ
と
ば
か
り
で

す
。

　
そ
の
一
方
で
派
遣
期
間
に
得
た
県
職
員
の
方
々
、
ま
た
は
同
じ
く
交
流
人
事
で
県
へ

派
遣
さ
れ
て
い
た
市
町
村
等
の
職
員
と
の
繋
が
り
は
、
今
後
仕
事
に
取
り
組
む
に
あ

た
っ
て
の
大
き
な
財
産
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
思
い
返
せ
ば
、
自
分
が
自
治
体
職
員
を
志
し
た
原
点
は
、
中
学
生
の
頃
に
経
験
し
た

平
成
の
大
合
併
で
し
た
。
当
時
自
分
が
暮
ら
し
て
い
た
中
山
間
地
域
の
町
が
周
辺
の
市

町
村
と
共
に
一
つ
の
大
き
な
市
と
な
っ
た
と
き
、「
自
分
の
町
の
色
が
失
わ
れ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
不
安
と
「
ど
う
し
た
ら
今
あ
る
地
域
を
元
気
な
ま
ま
維
持

で
き
る
の
だ
ろ
う
」
と
漠
然
と
し
た
疑
問
を
持
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
３
年
間
の
派
遣
期
間
で
、
森
林
率
８
割
の
中
津
川
市
に
お
い
て
、
森
林
・
林
業
行
政

に
携
わ
る
こ
と
は
、
当
時
抱
い
た
疑
問
に
解
を
与
え
る
重
要
な
カ
ギ
の
一
つ
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
確
信
に
変
え
る
た
め
に
は
ま
だ
ま
だ
知
識
も

経
験
も
足
り
ま
せ
ん
が
、
一
歩
ず
つ
前
に
進
め
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
邁
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
白
川
町
と
岐
阜
県
の
人
事
交
流
に
よ
り
、
令
和
４
、
５
年
度
の
２
年
間
、
白
川
町
農

林
課
に
勤
務
し
ま
し
た
。
白
川
町
で
は
新
庁
舎
を
建
設
す
る
た
め
、
白
川
町
産
材
の
確

保
の
取
り
組
み
が
あ
り
、
改
め
て
木
材
を
使
う
こ
と
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
新
庁
舎
に
使
用
す
る
木
材
は
、
天
然
乾
燥
を
基
本
に
、
含
水
率
が
基
準
を
満
た
さ
な

い
場
合
は
機
械
乾
燥
で
仕
上
げ
る
こ
と
と
し
、
ス
ギ
ノ
ア
カ
ネ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
穿
孔

跡
が
あ
っ
て
も
強
度
の
基
準
を
満
た
し
て
い
れ
ば
使
用
す
る
な
ど
、
何
十
年
か
け
て
育

て
て
き
た
木
を
積
極
的
に
活
用
す
る
方
針
で
し
た
。
東
濃
桧
の
産
地
と
し
て
木
を
大
切

に
使
う
気
持
ち
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
寄
付
木
材
を
募
集
し
町
民
の
方
に
協
力
し

て
も
ら
い
、
地
域
と
一
緒
に
新
庁
舎
を
作
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
木
材
の
確
保
を
始
め
た
と
き
は
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
直
後
で
木
材
需
要
が
高
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
白
川
町
有
林
で
木
材
を
生
産
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
庁
舎

の
木
材
調
達
業
務
は
、
東
濃
ひ
の
き
製
品
流
通
（
協
）
が
受
託
さ
れ
ま
し
た
。
木
材
調

達
の
流
れ
は
、
白
川
町
有
林
の
皆
伐
等
を
受
託
し
た
白
川
町
森
林
組
合
が
木
材
を
生
産

し
、
東
濃
ヒ
ノ
キ
白
川
市
場
（
協
）
で
仕
分
け
や
原
木
の
保
管
な
ど
し
、
東
濃
ひ
の
き

製
品
流
通（
協
）で
材
質
の
確
認
や
本
数
管
理
を
行
い
、町
内
の
製
材
事
業
者
が
製
材
し
、

天
然
乾
燥
場
所
に
納
品
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
連
携
の
重
要
性
が
身

に
沁
み
ま
し
た
。
当
初
は
多
少
の
曲
が
り
が
あ
る
木
で
も
太
け
れ
ば
必
要
な
寸
法
の
製

材
が
で
き
る
と
安
易
に
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
曲
が
っ
た
木
や
ア
テ
の
あ
る
木
は
製
材

後
に
曲
が
り
や
す
い
こ
と
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
予
想
以
上
に
木
材
の
本
数
が
確

保
で
き
ず
、
利
用
間
伐
計
画
を
皆
伐
に
変
更
、
採
材
寸
法
等
の
変
更
や
、
曲
が
り
材
の

許
容
範
囲
の
確
認
な
ど
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
予
定
本
数
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
木
材
の
用
途
が
決
ま
っ
た
木
材
生
産
に
取
り
組
め
た
こ
と
は
貴
重

な
機
会
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
建
設
さ
れ
る
白
川
新
庁
舎
の
完
成
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
農
林
課
に
勤
務
し
て
、
通
常
業
務
や
地
域
の
課
題
な
ど
に
取
り
組
む
中
で
、

森
林
所
有
者
や
林
業
関
係
者
か
ら
の
問
合
せ
な
ど
や
、
町
民
の
方
か
ら
危
険
木
や
鳥
獣

害
な
ど
幅
広
い
相
談
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
職
員
の
み
な
さ
ん
は
、
地
域
の
人
や
状
況

に
大
変
詳
し
く
、
課
内
で
何
か
対
応
で
き
な
い
か
検
討
し
、
関
係
課
と
協
議
や
県
に
相

談
す
る
姿
を
見
て
き
ま
し
た
。
人
事
交
流
を
終
え
県
に
戻
り
、林
務
関
係
に
長
く
携
わ
っ

て
き
た
こ
と
を
活
か
し
、
お
互
い
相
談
し
や
す
い
関
係
を
大
切
に
し
て
、
業
務
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　
最
後
に
、
２
年
間
一
緒
に
働
く
こ
と
が
で
き
た
白
川
町
職
員
の
皆
様
や
関
係
者
の
皆

様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
職
員
は
地
域
づ
く
り
の
〝
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
〞
た
れ
」
こ
れ

は
、
自
治
大
学
校
時
代
に
宮
嶋
勝
先
生
（
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
）
か
ら
頂
い
た
言
葉

で
あ
り
、
私
の
「
座
右
の
銘
」
の
一
つ
で
す
。

　
一
昨
年
の
４
月
、
中
津
川
市
役
所
へ
の
派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
２
年
間
と
限
ら

れ
た
時
間
の
中
、心
掛
け
て
い
た
こ
と
は
、「
い
つ
か
や
り
た
い
」で
は
な
く「
い
ま
や
る
」

と
い
う
意
識
で
す
。

　
赴
任
後
、
ま
ず
は
同
僚
の
職
員
と
現
場
に
足
を
運
び
、
森
林
の
現
状
を
把
握
す
る
こ

と
に
努
め
ま
し
た
。
一
見
豊
か
に
見
え
る
森
林
も
そ
の
多
く
は
手
入
れ
不
足
で
、
こ
の

ま
ま
放
置
さ
れ
れ
ば
、
10
年
後
、
中
津
川
の
ヒ
ノ
キ
が
用
材
で
は
な
く
チ
ッ
プ
に
な
っ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
要
因
は
様
々
で
す
が
、
そ
の
一
つ
が
林

業
の
担
い
手
不
足
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
解
決
す
る
一
手
を
打
て
な
い
か
と
同
僚
と
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
議
論
し
ま
し
た
が
、
最
後
は
決
ま
っ
て
「
い
つ
か
や
り
た
い
ね
」

で
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
同
僚
に
伝
え
、「
い
つ
か
や
り
た
い
」
で
は
な
く

「
い
ま
や
る
」
と
い
う
意
識
で
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
産
業
用
無
人
ヘ
リ
に
よ
る
レ
ー
ザ
ー
計
測
を
活
用
し
た
森
林
資
源
調
査
、
中
津
川
市

森
林
経
営
管
理
制
度
実
施
方
針
（
案
）
の
策
定
、
森
の
担
い
手
育
成
構
想
の
拠
点
で
あ
る

「
ぎ
ふ
木
遊
館
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
」
の
整
備
な
ど
様
々
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
、
今
す
ぐ
に
成
果
が
表
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
担
い
手
対
策
に
向
け
た
一

手
は
打
て
た
と
思
い
ま
す
。

　
冒
頭
の
宮
嶋
勝
先
生
の
言
葉
に
は
、
10
の
仕
事
を
す
る
と
き
に
、「
８
、
９
の
仕
事
は

前
例
踏
襲
の
や
り
方
で
結
構
」
で
あ
る
が
、「
１
、
２
の
仕
事
は
自
分
な
り
の
企
画
を
立

て
、
新
し
い
事
業
展
開
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
を
心
掛
け
て
欲
し
い
」
と
の
意
味
合
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
例
に
挙
げ
た
事
業
は
同
僚
が
企
画
を
考
え
、
そ
れ
を
一
緒
に
実
現
ま
で
結
び
つ
け
て

き
た
も
の
で
す
。「
い
ま
や
る
」
意
識
の
浸
透
が
、
職
員
の
主
体
性
を
育
み
、
企
画
を
提

案
し
や
す
い
環
境
・
雰
囲
気
づ
く
り
に
繋
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　「
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
」
に
よ
り
、
今
、
市
町
村
に
は
森
林
整
備
に
向

け
た
財
源
と
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
森
林
づ
く
り
の
〝
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
〞
と
し
て
取
り
組
め
れ
ば
、
10
年
先
、
チ
ッ
プ
で
は
な
く
用
材
と
し
て

木
材
が
利
用
さ
れ
る
未
来
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
方
、
市
町
村
に
は
林

業
の
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
有
す
る
職
員
不
足
が
課
題
で
あ
り
、
そ
こ
を
補
う
の
が

県
の
林
業
普
及
指
導
員
の
役
割
で
あ
り
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
振
り
返
る
と
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、
こ
の
２
年
間
は
、
こ
れ
ま
で
の
職
員
生
活

で
最
も
充
実
し
た
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

森
林
づ
く
り
の〝
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
〞た
れ

岐阜県中津川市

白川町

河

　合

　高

　志

３
年
間
の
派
遣
を
終
え
て

田

　口

　雄

　大

白
川
町
と
の
人
事
交
流
の
２
年
間
を
振
り
返
っ
て

河

　方

　勇
一
郎

（
派
遣
先

　中
津
川
市
林
業
振
興
課
）

（
派
遣
先

　白
川
町
農
林
課
）

（
派
遣
先

　県
林
政
部
森
林
活
用
推
進
課
）

白川町からは令和6年度も研修生（２年目）として派遣が継続されています。

岐阜県
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令和６年度も７組の交流派遣が継続
          

林野庁

派遣元 派遣元派遣先 派遣先

本巣市

揖斐川町

白川町

郡上市

中津川市

下呂市

  瀧根　隆司
(岐阜森林管理署)

津村　直樹
(林政部森林経営課)

土肥　基生
(本巣市林政課)

  後藤　謙治
(揖斐農林事務所)

三輪　哲司
(揖斐川町農林振興課)

竹嶋　泰知
(揖斐農林事務所)

吉田　達也
(郡上市農林水産部)

中山　潤
(林政部県産材流通課)

安江　博之
(中津川市林業振興課)

加藤　貴之
(林政部森林活用推進課)

 大島　愛彦
（下呂市農林部）

神戸　俊明
(林政部森林経営課)

神戸　慶造
(林政部県産材流通課)

　
５
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
し
た
「
交
流
派
遣
を
終
え
て
」
に
投
稿
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
11
名
の
皆
様
に
は
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
ま
た
執
筆
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
様
の
感
想
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
違
う
行
政
機
関
や
別
の
仕
事
を
し
た
こ

と
で
改
め
て
気
付
い
た
発
見
や
反
省
点
。
特
に
連
携
の
大
切
さ
で
し
ょ
う
か
。

　
人
口
減
少
下
、
持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
い
て
、
専
門
知
識
・
技

術
の
習
得
だ
け
で
な
く
、
連
携
や
協
働
の
視
点
か
ら
も
交
流
派
遣
の
意
義
は
大
き
い

も
の
と
考
え
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
も
計
13
人
の
方
が
派
遣
先
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
皆
様
、
終
了

の
折
に
は
ぜ
ひ
投
稿
お
願
い
し
ま
す
。    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
編
集
担
当
）

岐阜県

交 流 派 遣 を 終 え て

　
２
０
２
１
年
度
の
４
月
か
ら
３
年
間
、
林
政
部
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
初
年
度

は
林
政
課
に
お
い
て
森
林
環
境
譲
与
税
と
市
町
村
森
林
整
備
計
画
に
か
か
る
業
務
、
２
・

３
年
度
目
は
森
林
活
用
推
進
課
に
お
い
て
、
前
記
の
譲
与
税
や
森
林
経
営
管
理
制
度
、

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い
っ
た
市
町
村
林
務
行
政
支
援
に
関
す
る
業
務
を
主
に
担

当
し
な
が
ら
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
森
林
吸
収
源
対
策
（
Ｇ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
創
設
）

等
に
も
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
派
遣
前
、
林
務
の
経
験
が
な
か
っ
た
た
め
、
派
遣
の
打
診
を
受
け
た
当
初
は
大
変
不

安
に
感
じ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
自
分
に
対
し
て
も
、
県
職
員

の
皆
様
に
は
森
林
・
林
業
に
か
か
る
基
礎
的
な
知
識
か
ら
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、

３
年
間
を
経
た
今
は
、
決
し
て
十
分
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
当
初
と
比
べ
れ
ば
大
き
く

成
長
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
市
町
村
の
林
務
担
当
者
の
皆
様
と
の
情
報
交
換
、
あ
る
い
は
令
和
３
年
度

に
設
置
し
た
地
域
森
林
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
な
ど
に
関
わ
る
な
か
で
、
森
林
・

林
業
で
は
ど
の
市
町
村
に
も
共
通
し
て
直
面
し
て
い
る
課
題
が
あ
る
こ
と
も
学
び
ま
し

た
。
そ
の
主
な
も
の
は
、①
林
業
の
担
い
手
不
足
、②
森
林
の
所
有
者
不
明
や
境
界
の
不

明
確
、③
樹
種
や
林
齢
、
材
積
と
い
っ
た
森
林
資
源
情
報
の
精
度
、
そ
し
て
④
森
林
・

林
業
と
い
う
非
常
に
専
門
性
の
高
い
分
野
に
お
い
て
、
定
期
異
動
に
よ
り
数
年
単
位
で

入
れ
替
わ
る
市
町
村
行
政
に
携
わ
る
職
員
の
知
識
・
経
験
を
い
か
に
蓄
積
す
る
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
市
林
業
振
興
課
の
一
職
員
と
し
て
、
中
津
川
市
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で

３
年
間
培
っ
た
知
識
・
経
験
を
活
か
そ
う
と
尽
力
し
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
現
場
で
は

日
々
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
力
不
足
だ
と
感
じ
る
こ
と
ば
か
り
で

す
。

　
そ
の
一
方
で
派
遣
期
間
に
得
た
県
職
員
の
方
々
、
ま
た
は
同
じ
く
交
流
人
事
で
県
へ

派
遣
さ
れ
て
い
た
市
町
村
等
の
職
員
と
の
繋
が
り
は
、
今
後
仕
事
に
取
り
組
む
に
あ

た
っ
て
の
大
き
な
財
産
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
思
い
返
せ
ば
、
自
分
が
自
治
体
職
員
を
志
し
た
原
点
は
、
中
学
生
の
頃
に
経
験
し
た

平
成
の
大
合
併
で
し
た
。
当
時
自
分
が
暮
ら
し
て
い
た
中
山
間
地
域
の
町
が
周
辺
の
市

町
村
と
共
に
一
つ
の
大
き
な
市
と
な
っ
た
と
き
、「
自
分
の
町
の
色
が
失
わ
れ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
不
安
と
「
ど
う
し
た
ら
今
あ
る
地
域
を
元
気
な
ま
ま
維
持

で
き
る
の
だ
ろ
う
」
と
漠
然
と
し
た
疑
問
を
持
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
３
年
間
の
派
遣
期
間
で
、
森
林
率
８
割
の
中
津
川
市
に
お
い
て
、
森
林
・
林
業
行
政

に
携
わ
る
こ
と
は
、
当
時
抱
い
た
疑
問
に
解
を
与
え
る
重
要
な
カ
ギ
の
一
つ
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
確
信
に
変
え
る
た
め
に
は
ま
だ
ま
だ
知
識
も

経
験
も
足
り
ま
せ
ん
が
、
一
歩
ず
つ
前
に
進
め
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
邁
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
白
川
町
と
岐
阜
県
の
人
事
交
流
に
よ
り
、
令
和
４
、
５
年
度
の
２
年
間
、
白
川
町
農

林
課
に
勤
務
し
ま
し
た
。
白
川
町
で
は
新
庁
舎
を
建
設
す
る
た
め
、
白
川
町
産
材
の
確

保
の
取
り
組
み
が
あ
り
、
改
め
て
木
材
を
使
う
こ
と
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
新
庁
舎
に
使
用
す
る
木
材
は
、
天
然
乾
燥
を
基
本
に
、
含
水
率
が
基
準
を
満
た
さ
な

い
場
合
は
機
械
乾
燥
で
仕
上
げ
る
こ
と
と
し
、
ス
ギ
ノ
ア
カ
ネ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
穿
孔

跡
が
あ
っ
て
も
強
度
の
基
準
を
満
た
し
て
い
れ
ば
使
用
す
る
な
ど
、
何
十
年
か
け
て
育

て
て
き
た
木
を
積
極
的
に
活
用
す
る
方
針
で
し
た
。
東
濃
桧
の
産
地
と
し
て
木
を
大
切

に
使
う
気
持
ち
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
寄
付
木
材
を
募
集
し
町
民
の
方
に
協
力
し

て
も
ら
い
、
地
域
と
一
緒
に
新
庁
舎
を
作
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
木
材
の
確
保
を
始
め
た
と
き
は
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
直
後
で
木
材
需
要
が
高
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
白
川
町
有
林
で
木
材
を
生
産
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
庁
舎

の
木
材
調
達
業
務
は
、
東
濃
ひ
の
き
製
品
流
通
（
協
）
が
受
託
さ
れ
ま
し
た
。
木
材
調

達
の
流
れ
は
、
白
川
町
有
林
の
皆
伐
等
を
受
託
し
た
白
川
町
森
林
組
合
が
木
材
を
生
産

し
、
東
濃
ヒ
ノ
キ
白
川
市
場
（
協
）
で
仕
分
け
や
原
木
の
保
管
な
ど
し
、
東
濃
ひ
の
き

製
品
流
通（
協
）で
材
質
の
確
認
や
本
数
管
理
を
行
い
、町
内
の
製
材
事
業
者
が
製
材
し
、

天
然
乾
燥
場
所
に
納
品
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
連
携
の
重
要
性
が
身

に
沁
み
ま
し
た
。
当
初
は
多
少
の
曲
が
り
が
あ
る
木
で
も
太
け
れ
ば
必
要
な
寸
法
の
製

材
が
で
き
る
と
安
易
に
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
曲
が
っ
た
木
や
ア
テ
の
あ
る
木
は
製
材

後
に
曲
が
り
や
す
い
こ
と
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
予
想
以
上
に
木
材
の
本
数
が
確

保
で
き
ず
、
利
用
間
伐
計
画
を
皆
伐
に
変
更
、
採
材
寸
法
等
の
変
更
や
、
曲
が
り
材
の

許
容
範
囲
の
確
認
な
ど
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
予
定
本
数
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
木
材
の
用
途
が
決
ま
っ
た
木
材
生
産
に
取
り
組
め
た
こ
と
は
貴
重

な
機
会
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
建
設
さ
れ
る
白
川
新
庁
舎
の
完
成
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
農
林
課
に
勤
務
し
て
、
通
常
業
務
や
地
域
の
課
題
な
ど
に
取
り
組
む
中
で
、

森
林
所
有
者
や
林
業
関
係
者
か
ら
の
問
合
せ
な
ど
や
、
町
民
の
方
か
ら
危
険
木
や
鳥
獣

害
な
ど
幅
広
い
相
談
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
職
員
の
み
な
さ
ん
は
、
地
域
の
人
や
状
況

に
大
変
詳
し
く
、
課
内
で
何
か
対
応
で
き
な
い
か
検
討
し
、
関
係
課
と
協
議
や
県
に
相

談
す
る
姿
を
見
て
き
ま
し
た
。
人
事
交
流
を
終
え
県
に
戻
り
、林
務
関
係
に
長
く
携
わ
っ

て
き
た
こ
と
を
活
か
し
、
お
互
い
相
談
し
や
す
い
関
係
を
大
切
に
し
て
、
業
務
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　
最
後
に
、
２
年
間
一
緒
に
働
く
こ
と
が
で
き
た
白
川
町
職
員
の
皆
様
や
関
係
者
の
皆

様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
職
員
は
地
域
づ
く
り
の
〝
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
〞
た
れ
」
こ
れ

は
、
自
治
大
学
校
時
代
に
宮
嶋
勝
先
生
（
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
）
か
ら
頂
い
た
言
葉

で
あ
り
、
私
の
「
座
右
の
銘
」
の
一
つ
で
す
。

　
一
昨
年
の
４
月
、
中
津
川
市
役
所
へ
の
派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
２
年
間
と
限
ら

れ
た
時
間
の
中
、心
掛
け
て
い
た
こ
と
は
、「
い
つ
か
や
り
た
い
」で
は
な
く「
い
ま
や
る
」

と
い
う
意
識
で
す
。

　
赴
任
後
、
ま
ず
は
同
僚
の
職
員
と
現
場
に
足
を
運
び
、
森
林
の
現
状
を
把
握
す
る
こ

と
に
努
め
ま
し
た
。
一
見
豊
か
に
見
え
る
森
林
も
そ
の
多
く
は
手
入
れ
不
足
で
、
こ
の

ま
ま
放
置
さ
れ
れ
ば
、
10
年
後
、
中
津
川
の
ヒ
ノ
キ
が
用
材
で
は
な
く
チ
ッ
プ
に
な
っ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
要
因
は
様
々
で
す
が
、
そ
の
一
つ
が
林

業
の
担
い
手
不
足
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
解
決
す
る
一
手
を
打
て
な
い
か
と
同
僚
と
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
議
論
し
ま
し
た
が
、
最
後
は
決
ま
っ
て
「
い
つ
か
や
り
た
い
ね
」

で
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
同
僚
に
伝
え
、「
い
つ
か
や
り
た
い
」
で
は
な
く

「
い
ま
や
る
」
と
い
う
意
識
で
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
産
業
用
無
人
ヘ
リ
に
よ
る
レ
ー
ザ
ー
計
測
を
活
用
し
た
森
林
資
源
調
査
、
中
津
川
市

森
林
経
営
管
理
制
度
実
施
方
針
（
案
）
の
策
定
、
森
の
担
い
手
育
成
構
想
の
拠
点
で
あ
る

「
ぎ
ふ
木
遊
館
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
」
の
整
備
な
ど
様
々
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
、
今
す
ぐ
に
成
果
が
表
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
担
い
手
対
策
に
向
け
た
一

手
は
打
て
た
と
思
い
ま
す
。

　
冒
頭
の
宮
嶋
勝
先
生
の
言
葉
に
は
、
10
の
仕
事
を
す
る
と
き
に
、「
８
、
９
の
仕
事
は

前
例
踏
襲
の
や
り
方
で
結
構
」
で
あ
る
が
、「
１
、
２
の
仕
事
は
自
分
な
り
の
企
画
を
立

て
、
新
し
い
事
業
展
開
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
を
心
掛
け
て
欲
し
い
」
と
の
意
味
合
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
例
に
挙
げ
た
事
業
は
同
僚
が
企
画
を
考
え
、
そ
れ
を
一
緒
に
実
現
ま
で
結
び
つ
け
て

き
た
も
の
で
す
。「
い
ま
や
る
」
意
識
の
浸
透
が
、
職
員
の
主
体
性
を
育
み
、
企
画
を
提

案
し
や
す
い
環
境
・
雰
囲
気
づ
く
り
に
繋
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　「
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
」
に
よ
り
、
今
、
市
町
村
に
は
森
林
整
備
に
向

け
た
財
源
と
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
森
林
づ
く
り
の
〝
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
〞
と
し
て
取
り
組
め
れ
ば
、
10
年
先
、
チ
ッ
プ
で
は
な
く
用
材
と
し
て

木
材
が
利
用
さ
れ
る
未
来
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
方
、
市
町
村
に
は
林

業
の
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
有
す
る
職
員
不
足
が
課
題
で
あ
り
、
そ
こ
を
補
う
の
が

県
の
林
業
普
及
指
導
員
の
役
割
で
あ
り
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
振
り
返
る
と
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、
こ
の
２
年
間
は
、
こ
れ
ま
で
の
職
員
生
活

で
最
も
充
実
し
た
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

森
林
づ
く
り
の〝
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
〞た
れ

岐阜県中津川市

白川町

河

　合

　高

　志

３
年
間
の
派
遣
を
終
え
て

田

　口

　雄

　大

白
川
町
と
の
人
事
交
流
の
２
年
間
を
振
り
返
っ
て

河

　方

　勇
一
郎

（
派
遣
先

　中
津
川
市
林
業
振
興
課
）

（
派
遣
先

　白
川
町
農
林
課
）

（
派
遣
先

　県
林
政
部
森
林
活
用
推
進
課
）

白川町からは令和6年度も研修生（２年目）として派遣が継続されています。

岐阜県
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水生生物観察(可児川)

●その他のお問い合わせは TEL 058-272-1111 内線2932 岐阜県環境生活政策課環境教育係まで

清流ミナモ

鮎の串うち体験(郡上市)

ツアーの参加申し込みはWEBのみ（先着順）
右記２次元コードよりお申し込みください。

ツアーのお問い合わせは　（株）日本旅行　岐阜支店
TEL058-265-7501（月～金　13:00 ～ 17:00）（土日祝休業）

こちらの記事は募集記事ではございません。

　岐阜県では、森・里・川・海での自然体験や保全活動を通じて、流域のつながりや環境問題について親子で考え、
環境にやさしい行動を学ぶ環境学習ツアーを実施しています。ぜひご参加ください。

地域の人

揖斐地域の新しい仲間の紹介

早野　翔大さん
早野さん

揖斐郡森林組合

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
8
5
―
２
3
―
１
１
１
１（
内
線
4
4
2
）

 

　
　
　
　

 

揖
斐
農
林
事
務
所

　林
業
課

　森
林
整
備
係
ま
で

林　杏実菜（はやし　あみな）さん

側島　優希（）さん

はや　の しょう た

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
趣
味
は
？

　

ア
ガ
ベ
な
ど
の
多
肉
植
物
や
パ
キ
ポ
デ
ィ

ウ
ム
グ
ラ
キ
リ
ス
な
ど
の
塊
根
植
物
を
育
て

る
の
が
趣
味
で
す
。
森
林
組
合
に
就
職
す
る

前
か
ら
の
趣
味
で
、
育
て
方
に
よ
っ
て
唯
一

無
二
の
植
物
に
な
る
の
が
魅
力
で
す
。

　

今
で
は
、
種
か
ら
育
て
た
も
の
を
、
森
林

組
合
の
同
僚
に
無
理
矢
理
配
っ
て
い
ま
す

（
笑
）。
個
人
的
な
思
い
で
す
が
、
毎
年
開
催

さ
れ
る
地
元
の
夏
祭
り
の
際
に
、
森
林
組
合

が
例
年
販
売
し
て
い
る
カ
ブ
ト
ム
シ
と
一
緒

に
ア
ガ
ベ
な
ど
を
出
品
で
き
た
ら
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
林
業
の
魅
力
に
つ
い
て
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　

草
木
や
花
、
動
物
な
ど
様
々
な
生
物
が
身

近
に
あ
り
、
都
市
部
で
は
感
じ
る
こ
と
の
で

き
な
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な

方
と
接
す
る
機
会
が
あ
り
、
色
々
な
経
験
が

得
ら
れ
ま
す
。
自
然
が
好
き
な
方
に
是
非
と

も
お
勧
め
し
た
い
仕
事
で
す
。

　

今
回
は
、他
業
種
か
ら「
揖
斐
郡
森
林
組
合
」

に
昨
年
５
月
に
入
社
し
、
即
戦
力
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
早
野
翔
大
さ
ん
（
29
歳
）
を
紹

介
し
ま
す
。

　
林
業
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

　
き
っ
か
け
は
？ 

　

こ
れ
ま
で
数
か
所
で
工
場
勤
務
を
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
自
然
が
好
き
で
山
に
も
興
味

が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
森
林
組
合
の
求
人

に
応
募
し
ま
し
た
。

　
入
職
す
る
前
の
森
林
組
合
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

　

役
所
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
「
お
堅
い
」
イ

メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
実
際
に
働
い
て
み
る
と
、

と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
、
何
で

も
気
軽
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
本
当
に

働
き
や
す
い
職
場
で
す
。

　
日
頃
の
業
務
内
容
は
？

　

県
環
境
税
事
業
の
環
境
保
全
林
整
備
事
業

が
主
た
る
担
当
業
務
で
、
関
係
書
類
の
作
成
、

事
業
地
の
森
林
所
有
者
の
方
の
同
意
の
と
り

つ
け
、
山
の
測
量
、
施
行
状
況
写
真
の
撮
影

が
主
な
業
務
内
容
で
す
。
就
職
し
て
約
１
年

が
経
過
し
、
仕
事
の
流
れ
が
分
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
仕
事
で
驚
い
た
こ
と
は
？

　

就
職
し
た
初
日
に
、
山
の
中
の
道
な
き
道

を
歩
い
た
こ
と
で
す
。
結
構
な
斜
面
で
し
た

の
で
、
恐
る
恐
る
歩
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。今
で
は
、そ
の
時
の
経
験
の
お
か
げ
で
、

ど
ん
な
斜
面
で
も
平
常
心
で
歩
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
仕
事
の
面
白
み
は
？

　

工
場
で
の
仕
事
は
毎
日
同
じ
こ
と
を
機
械

的
に
こ
な
し
て
い
ま
し
た
が
、
森
林
組
合
で

の
仕
事
は
業
務
内
容
が
多
岐
に
渡
り
、
と
て

も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
森
林
所
有
者
の

方
か
ら
森
林
の
管
理
を
快
く
お
願
い
さ
れ
た

時
や
、「
大
変
だ
け
ど
、
頑
張
っ
て
ね
」
な
ど

と
お
声
が
け
い
た
だ
け
た
時
は
本
当
に
う
れ

し
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
工
場
で
勤
務
し
て
い
た
時
は
土
曜

日
も
出
勤
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
で
し
た

が
、今
は
土
・
日
曜
日
し
っ
か
り
休
め
る
の
で
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

唯一無二のケラリア
ピグマエア
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水生生物観察(可児川)

●その他のお問い合わせは TEL 058-272-1111 内線2932 岐阜県環境生活政策課環境教育係まで

清流ミナモ

鮎の串うち体験(郡上市)

ツアーの参加申し込みはWEBのみ（先着順）
右記２次元コードよりお申し込みください。

ツアーのお問い合わせは　（株）日本旅行　岐阜支店
TEL058-265-7501（月～金　13:00 ～ 17:00）（土日祝休業）

こちらの記事は募集記事ではございません。

　岐阜県では、森・里・川・海での自然体験や保全活動を通じて、流域のつながりや環境問題について親子で考え、
環境にやさしい行動を学ぶ環境学習ツアーを実施しています。ぜひご参加ください。

実施日 コース名 対象年齢 主な行先 予定参加費/人

7/20
（土）

デコ活ってなに？
ゲームで楽しく学ぶ地球温暖化と樽見鉄道運転体験 小学1年生以上 大垣市

本巣市
大人 3,070円
小人 7,070円

7/21
（日）

可児川で水生生物観察会と
アクア・トトぎふ & 自然発見館でなぞとき探検！ 小学1年生以上 可児市

各務原市

大　人 5,310円
中学生 5,000円
小学生 4,600円

7/27
（土）

お魚博士から学ぶ「絶滅危惧種ハリヨ」の不思議な世界♪ &
アクア・トトぎふで夜の水族館見学 小学3年生以上 大垣市

各務原市

大　人 6,430円
中学生 5,620円
小学生 5,220円

8/3
（土）

干潟に行ってみよう♪
藤前干潟クリーンアップ活動と名古屋港水族館見学 小学1年生以上 愛知県

名古屋市
大人 5,040円
小人 4,020円

8/24
（土）

海洋ゴミから学ぶ SDGs ！
南知多ビーチランドバックヤード見学とビーチクリーン活動 小学1年生以上 愛知県

南知多町
大人 5,190円
小人 4,080円

8/25
（日）

「はざこ探検」って何だろう？！
生き物博士と探す「国の特別天然記念物オオサンショウウオ」 小学1年生以上 郡上市 大人 6,330円

小人 6,330円

8/31
（土） 横山ダム堤内見学と徳山湖で E ボート体験 小学1年生以上 揖斐川町 大人 2,860円

小人 2,860円

9/7
（土） 鮎のつかみ取り体験と長良川で水生生物観察会 小学1年生以上 郡上市 大人 5,830円

小人 3,530円

※参加対象者は、岐阜県内にお住まいの小・中学生と同伴の保護者(18歳以上の方)です。
お子様のみのご参加はできません。必ず保護者同伴でお申し込みください。
食物アレルギーがある場合は、申込時にご連絡ください。

※6月21日（金）12時から募集を開始しており、先着順のため、受付を終了している場合があります。
※悪天候などにより、行程を変更・中止する場合があります。

【令和6年度ツアー】
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

キハダ Ⅰ

227

　

「
キ
ハ
ダ
の
樹
皮
は
い
つ
剥
ぐ
の
で

す
か
」
初
夏
の
あ
る
日
、
森
林
文
化
ア

カ
デ
ミ
ー
の
学
生
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

キ
ハ
ダ
（P

h
e
ll
o
d
e
n
d
r
o
n
 

a
m
u
r
e
n
s
e

）
は
ミ
カ
ン
科
キ
ハ

ダ
属
の
落
葉
高
木
で
す
。
樹
皮
が
分

厚
い
コ
ル
ク
質
の
外
樹
皮
と
、
鮮
黄
色

で
厚
い
内
樹
皮
か
ら
で
き
て
お
り
、

こ
の
内
樹
皮
の
色
あ
い
か
ら
黄
色
い

肌
を
意
味
す
る
「
キ
ハ
ダ
」
と
名
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に
、
属
名
の

P
h
e
ll
o
d
e
n
d
r
o
n

は
コ
ル
ク
を

示
すp

h
e
l
l
o
s

と
、
樹
木
を
指
す

d
e
n
d
r
o
n

の
造
語
で
、
厚
い
コ
ル

ク
質
の
樹
皮
を
表
し
て
い
ま
す
。
種
小

名
のa

m
u
r
e
n
s
e

は
ア
ム
ー
ル
地
方

を
意
味
し
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
英
名
も

a
m
u
r
cork

­- tree

と
、
樹
皮
の
コ

ル
ク
層
が
名
前
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

キ
ハ
ダ
の
内
樹
皮
は
生
薬
で
「
黄
檗

ま
た
は
黄
柏
」
と
記
さ
れ
、
鮮
や
か
な

黄
色
成
分
は
苦
味
質
の
ア
ル
カ
ロ
イ
ド

や
ベ
ル
ベ
リ
ン
、
パ
ル
マ
チ
ン
で
す
。

　

こ
の
キ
ハ
ダ
が
注
目
さ
れ
た
の
は
ス

モ
ン
病
で
す
。
１
９
５
５
年
頃
か
ら
病

兆
が
見
ら
れ
、
１
９
６
８
年
ご
ろ
に
多

量
発
病
し
た
整
腸
剤
キ
ノ
ホ
ル
ム
に
よ

る
ス
モ
ン
病
に
対
し
て
、
キ
ハ
ダ
ベ
ル

ベ
リ
ン
が
腸
内
の
殺
菌
作
用
と
下
痢
止

め
効
果
に
有
効
と
注
目
さ
れ
、
当
時
は

近
畿
地
方
で
多
く
の
キ
ハ
ダ
が
伐
採
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　

キ
ハ
ダ
の
ベ
ル
ベ
リ
ン
含
量
は
一
定

で
は
な
く
、
若
い
個
体
よ
り
も
老
齢
な

個
体
が
多
く
、
寒
い
地
方
の
個
体
よ
り

も
暖
か
い
地
方
の
個
体
が
多
く
、
色
の

薄
い
内
樹
皮
よ
り
も
濃
い
内
樹
皮
が
多

く
含
有
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
「
日
本
の
古
代
色
」
に

黄
檗
色
（
き
は
だ
い
ろ
）
が
あ
る
よ
う

に
、
昔
か
ら
鮮
や
か
な
黄
色
染
料
以
外

に
も
、
赤
色
や
緑
色
の
下
染
め
に
利
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
紅
花
染
め

で
は
鮮
紅
色
を
引
き
立
た
せ
る
た
め
の

下
染
め
に
必
須
の
染
料
で
し
た
。
ま
た

黄
檗
染
め
は
数
少
な
い
塩
基
性
の
染
料

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
酸
性
で
な
い
と
う

ま
く
染
色
で
き
ず
、
キ
ハ
ダ
の
下
染
め

後
は
速
や
か
に
洗
浄
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

着
物
の
色
で
階
級
を
区
別
し
た
中
国

で
は
、
黄
檗
色
は
最
上
位
の

階
層
を
示
す
色
合
い
と
さ

れ
、
日
本
に
持
ち
込
ん
だ
経

文
の
一
部
も
虫
に
食
べ
ら
れ

な
い
よ
う
黄
檗
染
め
し
た

も
の
に
写
経
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

キ
ハ
ダ
を
染
料
と
す
る
手

法
は
中
国
大
陸
か
ら
渡
来
し

た
と
さ
れ
、
和
紙
を
黄
檗
で

染
め
た
も
の
は
、
石
清
水
八
幡
宮
や
春

日
神
社
の
宣
命
用
紙
に
用
い
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
内
樹
皮
を
採
取
す
る
に
は

7
月
ご
ろ
が
良
く
、
根
か
ら
大
量
の
水

分
を
吸
い
あ
げ
、
枝
葉
に
送
ら
れ
る
時

期
は
、
樹
皮
を
剥
が
し
易
い
だ
け
で
な

く
、
厚
い
コ
ル
ク
の
外
樹
皮
と
鮮
黄
色

の
内
樹
皮
も
簡
単
に
分
離
で
き
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
地
上
部
の
成
長
が
旺
盛

な
6
月
中
旬
～
8
月
10
日
頃
ま
で
が

樹
皮
剥
ぎ
の
適
期
と
さ
れ
、
こ
の
時
期

以
外
は
外
樹
皮
と
内
樹
皮
の
分
離
も
難

し
く
、
黄
檗
の
商
品
価
値
は
下
が
り
ま

す
。
次
回
に
つ
づ
く
。

鮮黄色なキハダの内皮
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

―私の好きなゆなちゃん― 【第396回】

文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

キハダ Ⅰ

227

令和６年 5月 12日。この日は私にとって忘れることのでき
ない日となった。孫のゆなちゃんが「おじーいちゃん。プレゼ
ント」といって色紙をさしだした。そこには「おじいちゃんへ
おじいちゃんおたんじょう日おめでとう。これからも虫の標本
とかいっぱいみせてね。ゆなより」と書いてあった。そしてそ
のまわりには自分でつくった虫の折り紙が４つはってあった。
トンボの親子、セミ、バッタだという。このやさしい心。胸が
熱くなった。ゆなちゃんは小学５年生。我が家の孫３人の１番
下。よくいじめられる。この繰り返しでたくましくなった。めっ
たに泣くことはない。それどころか向かっていく。私はゆなちゃ
んが大好きだ。それは「おじいちゃん、虫見せて」といって私
の部屋へくるからだ。見るのはカブトムシ、クワガタムシ、バッ
タ、トンボ、チョウなどの大きなもの。これらの昆虫について
いろいろ聞いてくる。その中で気に入ったものがあれば色紙で
作り私にプレゼントしてくれる。「ありがとう」とお礼をいう
とうれしそうな顔。私もうれしくなってしまう。その贈り物が
壁や机の上に置いてある。こういう時があと何年あるか。「時
間よとまれ」と思ってしまう。

×　　×　　×　　×
たまたまこの日は家族全員で食事に行く日だった。メニュー
はいろいろあって食べ放題。子供たちのお気に入りの店だ。し
かも安いので今までに何回も出かけている。ところがこの日は
超満員。予約してなかったので３時間後になるという。「今日
は止めにしよう」と母親が言ったら子供たちは「いやだ」と大
きな声。遅くなっても待つときかないので近くの回転寿司に変
更することにした。母親は高価になるからと渋っていたが、こ
こも満員。それでも 30分後に席に着けた。寿司が次々と回っ
てくる。子供たちは「おいしい、おいしい」と言って食べる。
いい笑顔だ。それより嬉しかったのは私だ。肉料理より寿司が
好きだからだ。それと冷の日本酒が美味しかった。いつも熱燗
ばかり飲んでいるので、格別の味がした。回転寿司の方がいい
なと思った。ところが母親はいつもの店の方がはるかに安い。
ここへはたまに来るだけ。この一声だった。

×　　×　　×　　×
ある日女房が「ゆなちゃんて心の優しい子だね」といった。
暑い日中に草を取っていたら「おばあちゃん今は暑いから涼し
い夕方にするといいよ」と言ったという。普通に出てくるこの
優しい言葉。私もこのようなことを何回か感じたことがある。
上の兄弟とは大違いだと思ってしまう。いつまでも心にしまっ
ておきたい。ところが我が家の子供たちに私の虫でないことが

話題になることが起きた。2女のゆいちゃん（高校１年）が走
ることが全学年で一番速かったのである。しかもビデオで見る
とずば抜けて速いのである。このビデオを家族で何回見ただろ
う。ゆいちゃんは陸上競技の選手になりたいそうだが、さてど
うなることやら。

×　　×　　×　　×
長男の佑真君は小学生のころからバスケットに夢中である。
父親が会社のバスケットの選手だからである。佑真君は休日の
ほとんどは試合に出かけていく。選手ではないのに「何が楽し
い」と聞くと、ただ笑っているだけ。孫たちが出かける試合は
親も現地まで行かなければならない。これが大変だ。知人と調
整したり、時には父親が会社を休んだりしている。この現実を
目にすると、自分の時はこんな苦労はなかったので、「よかっ
たなー」と思ってしまう。そのおかげでこれだけたくさんの標
本が集まったのだと、またまた思ってしまう。

×　　×　　×　　×
ゆいちゃんは母親と学校などの競技場へ出かけるので、ゆな
ちゃんも一緒についていく。しかし、脚力は全然ダメ。母親は
ゆなちゃんも陸上競技と考えているかもしれないがこれは無
理。何がいいか。私なりに考えてみることにした。月日の経つ
のは早い。あっという間に過ぎていくだろう。今のゆなちゃん
は可愛い。このまま大きくならないでほしい。こんなことを思
うことがある。
ある日、こんな夢を見た。ゆなちゃんが大きくなりある男性
と知り合った。その男性は虫好き青年。しかも私の標本を管理
させてほしいという。その青年は標本を整理して「野平昆虫標
本館」とした。当日は今まで世話になった関係者が多数集まっ
た。もし、こうなればゆいちゃんは、これはゆなちゃんが考え
たのだと思うであろう。ここで目が覚めた。本号ではこのあと
続きを書いて完成させようと考えていたが、「森林のたより」
編集者から電話がかかり、今日の３時までに原稿をだしてほし
いとの催促。それで今回はここでストップとさせていただく。
しばらくするとゆなちゃんの「ただいま」という元気いい声
が聞こえてくる時間だ。「おかえり」と迎えるつもりだ。しかし、
すぐに友達と遊びに行くので話す時間はない。夜にゆっくり話
そうね。今回は書く予定だったシナリオとは違ってしまったが、
ごめんなさい。これからは気をつけます。今回の原稿をかいて
いるうちに、高齢なので時間の管理をしっかりしなければと痛
感した。
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令和６年度「ぎふ木育サポーター養成講座」第１回を開催しました！
　ぎふ木遊館では、ぎふ木育に関する座学も行いながら、木のおもちゃや遊びを通したコミュニケーションやホスピタリティ等
について体験を通して楽しく学んでいただく「ぎふ木育サポーター養成講座」を開催しています。

　今年度１回目の講座を、令和６年５月１９日（日）にぎふ木遊館
で開催しました。今回は、高校生から大人の方まで５名に受講いた
だきました。
　ぎふ木遊館の役割のひとつが、木にふれあい、木や森に親しん
でいただくことであることから、実際にさまざまな木のおもちゃに
触れて遊んでみる体験を行いました。その一つが、木育ひろばの清
流プールの中にある「木玉」の観察です。木玉は、7 種類の木材
から作られており、樹種ごとに色や重さ、手触りが異なります。受
講者は五感を使ってじっくりと観察し、樹種の見分けにチャレンジ
していました。

　次に、様々な形の木のレーンにより木の球を転がすコースが作れる「つみぼぼバーン」を使い、 ２、３人のグループでコース
作りを行いました。初めは遠慮気味に作り始めた受講者たちも、徐々に活発にアイデアを出し合い、何度もボールを転がしては、
その様子に歓声を上げていました。木のおもちゃが子どもだけでなく大人も楽しめること、人との協力によって新しいアイデア
が生まれることを学んでいただけたと思います。
　最後に、木育ひろばでボランティア体験をしていただき、つみぼぼバーンで子どもと一緒にコースを作る方や、小さいお子さ
んをもつ親さんとコマ回しをされる方等がいらっしゃいました。お客様との関わりを通じて、ぎふ木育サポーターとしての活動
を体感していただきました。
　講座を終えた受講者からは、「ぎふ木育があらゆる世代の人に向けたものだと学んだ」「改めて人と関わる楽しさや面白さを
感じることができた」といった感想をいただきました。

7月10日（水） 会場：ぎふ木遊館サテライト施設（中津川市）

8月31日（土） 会場：ぎふ木遊館

10月 5日（土） 会場：ぎふ木遊館

12月 7日（土） 会場：ぎふ木遊館

※このほかに、秋頃に高山市でも開催予定です。

＜今後のスケジュール＞

　本講座を受講し、ぎふ木育サポーターに登録すると、ぎふ木遊館等の木育拠点や
木育イベントでボランティアスタッフとしてもご活躍いただけます。木のおもちゃや
遊びに興味のある方、人と接することが好きな方はぜひお申込みください。

↑詳しくは、ぎふ木遊館
HP「お知らせ」をご
覧ください♪
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morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（愛称ｍｏｒｉｎｏｓ）で実施しているプログラムについてご紹介します！

morinosでは、森に親しむ入口となる様々なプログラムを開催しています。今
回ご紹介するのは、「チビノス～森の育ちあいひろば～」です。

今年度の5月から始まったこのプログラム。『平日のmorinosで親子が森や人
と繋がりを持てる場を作りたい』という願いを込めて、毎週月曜日に開催してい
ます。

10：30からは、スタッフと一緒に近くのフィールドで自然遊びをする「とこと
こタイム」があります。何をするかは当日のお楽しみです。その日来ている子の年
齢や発達、興味によって変わる「とことこタイム」。参加したい方は、10:30まで
にmorinosへお越しください。他の親子やスタッフと交流しているうちに、自然
についてちょっとだけ詳しくなれるかもしれません。

また、「とことこタイム」に参加せずとも、morinosには五感を刺激するもの
がたくさんあります。芝生の上で寝転がるだけでも、あったかい・冷たい・芝の感
触・砂の感触・風の感覚・快・不快…などなど。常に変化する自然の中で心と身
体を動かすことが子ども達の心と身体の成長に繋がります。

morinos HPでは、こうしたプログラムから日常風景まで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、ＹｏｕTｕｂｅ動画をご覧ください。

「出かけたいけど、どこに行けばいいか分からない」、「自然の中で遊ばせたいけど、ど
う遊ばせたらいいか分からない」という方。そういった方は、ぜひ1度参加してみてほしいで
す。0歳～2歳児の親子を中心に、自然に親しみながらいろんな人とも繋がりませんか？も
ちろん、他の年代の方の参加も歓迎します。

チビノスに来てみたら初めて会う人とも友達になれるかもしれません。自分の子どもも、
他人の子どもも、みんなで見守ってワイワイ盛り上がりましょう。森の中でボーっとしてみ
たり、たき火をみんなで囲んだり。子どもの様子や遊びだけでなく、時には悩みのシェアも
する中で、ほんの少しでもみなさんの心が軽くなったらうれしいです。

チビノスは祝日を除く毎週月曜日に開催しています。お申込みは不要です。午前中だけ
だったり、お弁当やおやつを持って1日居たり。いつ来ても、いつ帰ってもOKです。興味の
ある方は、1度月曜日にmorinosに来てみてください。

＜チビノス～森の育ちあいひろば～＞
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活かす知恵

と を森林 人

138

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　講
師
●
渡
辺

　
　圭

地
域
材
の
可
能
性
を
広
げ
る
、

新
し
い
製
材
、
乾
燥
、
利
用
モ
デ
ル
の
提
案

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで 【県産材流通課】　●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8487  県産材流通課木造建築推進室消費対策係まで

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

3
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

ぎふの木で学校まるごと木製品導入事業
教育・福祉関連施設に、岐阜県産材で製作された机や椅子等を導入することに対して、支援を行う事業です。

■令和６年度　事業概要
（１）対象事業者：市町村、学校法人、社会福祉法人等
（２）対象備品　：机、椅子、教卓、ロッカー、下駄箱、幼児用ベッド等
（３）補助金額　：導入に要した経費の１／２以内の額　（ただし、机・椅子は、１セットあたり上限１８千円）

【利用者の声】
・一つずつ違う模様や、自分の机に天板をつける活動にも子ども達は興味を示していた。
・地域の木材を導入したため、地域に誇りを持てるようになった。
・木の種類によって重さや匂いが違うことを学び、木に対する興味がわいた。

■令和５年度　導入事例

いわのだこどもの森
（岐阜市）

福岡小学校
（中津川市）

下羽栗小学校
（笠松町）

事業主体

学校法人小島学園

社会福祉法人八実会

関市

郡上市

美濃加茂市

富加町

土岐市

中津川市

高山市

ひよし幼稚園

認定こども園石山保育園

市内中学校　他

市内小学校

市内小学校

とみかこども園

市内小学校

中津川市ひと・まちテラス

市内小中学校

各務原市

海津市

関市

郡上市

美濃加茂市

富加町

土岐市

中津川市

高山市

下足箱、絵本棚

本棚

机（天板）

机（天板）

机（天板）

机・椅子、収納棚

机（天板）

積み木　ウッドレール

机・椅子セット

（令和6年4月時点）

施設名称 所在地 導入予定製品

■令和６年度　支援予定団体
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活かす知恵

と を森林 人

138

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　講
師
●
渡
辺

　
　圭

地
域
材
の
可
能
性
を
広
げ
る
、

新
し
い
製
材
、
乾
燥
、
利
用
モ
デ
ル
の
提
案

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
に
は
自
力
建
設
と

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
に
は
自
力
建
設
と

い
う
木
造
建
築
専
攻
の
学
生
が
入
学
し
て
す
ぐ

い
う
木
造
建
築
専
攻
の
学
生
が
入
学
し
て
す
ぐ

に
設
計
、
施
工
し
約
一
年
を
か
け
て
学
内
の
木

に
設
計
、
施
工
し
約
一
年
を
か
け
て
学
内
の
木

造
建
築
物
を
完
成
さ
せ
る
授
業
が
あ
り
ま
す
。

造
建
築
物
を
完
成
さ
せ
る
授
業
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
要
素
を
計
画
に
組
み
入
れ
る
必
要
が
あ

様
々
な
要
素
を
計
画
に
組
み
入
れ
る
必
要
が
あ

り
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
自
ら
が
作
り
上
げ
て

り
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
自
ら
が
作
り
上
げ
て

い
く
自
力
建
設
は
、
大
変
な
が
ら
も
た
く
さ
ん

い
く
自
力
建
設
は
、
大
変
な
が
ら
も
た
く
さ
ん

の
学
び
の
詰
ま
っ
た
素
晴
ら
し
い
授
業
だ
と
思

の
学
び
の
詰
ま
っ
た
素
晴
ら
し
い
授
業
だ
と
思

い
ま
す
。
（
写
真
１
）

い
ま
す
。
（
写
真
１
）

ど
う
し
て
木
工
教
員
で
あ
る
私
が
自
力
建

ど
う
し
て
木
工
教
員
で
あ
る
私
が
自
力
建

設
の
話
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
今
年
度
の

設
の
話
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
今
年
度
の

テ
ー
マ
が
広
葉
樹
の
小
規
模
簡
易
乾
燥
庫
で
、

テ
ー
マ
が
広
葉
樹
の
小
規
模
簡
易
乾
燥
庫
で
、

想
定
施
主
が
私
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

想
定
施
主
が
私
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

ど
を
簡
易
製
材
機
で
板
に
し
て
、
こ
の
ビ
ニ
ー

ど
を
簡
易
製
材
機
で
板
に
し
て
、
こ
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
乾
燥
庫
で
乾
燥
さ
せ
、
学
内
の
備
品

ル
ハ
ウ
ス
乾
燥
庫
で
乾
燥
さ
せ
、
学
内
の
備
品

な
ど
を
製
作
し
て
き
ま
し
た
。
（
写
真
４

な
ど
を
製
作
し
て
き
ま
し
た
。
（
写
真
４
））
十十

分
に
使
え
る
設
備
な
の
で
す
が
、
メ
ン
テ
ナ
ン

分
に
使
え
る
設
備
な
の
で
す
が
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
性
や
使
い
勝
手
の
部
分
で
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を

ス
性
や
使
い
勝
手
の
部
分
で
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を

し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
年
度
の
自

し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
年
度
の
自

力
建
設
の
テ
ー
マ
と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
き
ま

力
建
設
の
テ
ー
マ
と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

し
た
。

地
域
材
の
利
用
は
国
内
の
様
々
な
地
域
で
取

地
域
材
の
利
用
は
国
内
の
様
々
な
地
域
で
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
こ
な

り
組
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
材
の
活
用
は
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
都

か
っ
た
材
の
活
用
は
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
都

市
部
で
も
公
園
の
木
や
街
路
樹
が
大
き
く
育
っ

市
部
で
も
公
園
の
木
や
街
路
樹
が
大
き
く
育
っ

て
い
て
そ
れ
ら
を
使
っ
て
い
こ
う
と
い
う
流
れ

て
い
て
そ
れ
ら
を
使
っ
て
い
こ
う
と
い
う
流
れ

も
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
回
提
案
し
て
も

も
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
回
提
案
し
て
も

ら
う
広
葉
樹
の
乾
燥
庫
の
課
題
文
に
は
、
ア
カ

ら
う
広
葉
樹
の
乾
燥
庫
の
課
題
文
に
は
、
ア
カ

デ
ミ
ー
だ
け
で
し
か
で
き
な
い
も
の
で
は
な
く

デ
ミ
ー
だ
け
で
し
か
で
き
な
い
も
の
で
は
な
く

様
々
な
地
域
で
も
再
現
で
き
る
も
の
、
普
及
モ

様
々
な
地
域
で
も
再
現
で
き
る
も
の
、
普
及
モ

デ
ル
と
な
る
も
の
が
好
ま
し
い
と
入
れ
て
も
ら

デ
ル
と
な
る
も
の
が
好
ま
し
い
と
入
れ
て
も
ら

い
、
こ
う
い
っ
た
全
国
で
の
取
り
組
み
を
後
押

い
、
こ
う
い
っ
た
全
国
で
の
取
り
組
み
を
後
押

し
で
き
る
も
の
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
で
き
る
も
の
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
利
用
に
関
し
て
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

さ
ら
に
利
用
に
関
し
て
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

制
御
で
加
工
の
で
き
る
Ｃ
Ｎ
Ｃ
ル
ー
タ
ー
の
導

制
御
で
加
工
の
で
き
る
Ｃ
Ｎ
Ｃ
ル
ー
タ
ー
の
導

入
も
ア
カ
デ
ミ
ー
木
工
専
攻
で
検
討
し
て
お

入
も
ア
カ
デ
ミ
ー
木
工
専
攻
で
検
討
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
木
工
技
術
で
の
も
の
づ
く
り

り
、
こ
れ
ま
で
の
木
工
技
術
で
の
も
の
づ
く
り

に
加
え
て
、
デ
ジ
タ
ル
な
も
の
づ
く
り
で
利
用

に
加
え
て
、
デ
ジ
タ
ル
な
も
の
づ
く
り
で
利
用

の
幅
を
広
げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

の
幅
を
広
げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
力
建
設
の
テ
ー
マ
の
広
葉
樹
の
簡
易
乾
燥
庫

自
力
建
設
の
テ
ー
マ
の
広
葉
樹
の
簡
易
乾
燥
庫

に
つ
い
て
は
講
評
会
が
２
０
２
４
年

に
つ
い
て
は
講
評
会
が
２
０
２
４
年
55
月月
2828
日日

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
文
章
の
執
筆
時

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
文
章
の
執
筆
時

点
で
は
ま
だ
発
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ど
ん

点
で
は
ま
だ
発
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ど
ん

な
案
が
出
て
く
る
か
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
こ

な
案
が
出
て
く
る
か
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
こ

の
よ
う
に
製
材
、
乾
燥
、
利
用
の
モ
デ
ル
を
提

の
よ
う
に
製
材
、
乾
燥
、
利
用
の
モ
デ
ル
を
提

案
し
て
い
く
こ
と
が
、
日
本
各
地
で
地
域
材
利

案
し
て
い
く
こ
と
が
、
日
本
各
地
で
地
域
材
利

用
に
取
り
組
む
事
例
の
増
加
に
繋
が
る
こ
と
を

用
に
取
り
組
む
事
例
の
増
加
に
繋
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

願
っ
て
い
ま
す
。

ア
カ
デ
ミ
ー
木
工
専
攻
で
は
小
規
模
な
地

ア
カ
デ
ミ
ー
木
工
専
攻
で
は
小
規
模
な
地

域
材
の
製
材
、
乾
燥
、
利
用
の
モ
デ
ル
を
提
案

域
材
の
製
材
、
乾
燥
、
利
用
の
モ
デ
ル
を
提
案

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
近
年
、
外

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
近
年
、
外

国
産
材
の
価
格
の
高
騰
や
環
境
意
識
の
高
ま

国
産
材
の
価
格
の
高
騰
や
環
境
意
識
の
高
ま

り
な
ど
で
国
産
広
葉
樹
の
需
要
は
増
え
て
い
ま

り
な
ど
で
国
産
広
葉
樹
の
需
要
は
増
え
て
い
ま

す
が
、
木
材
の
産
地
で
は
な
い
地
域
で
は
、
製

す
が
、
木
材
の
産
地
で
は
な
い
地
域
で
は
、
製

材
、
乾
燥
設
備
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
製
材
に

材
、
乾
燥
設
備
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
製
材
に

関
し
て
は
、
簡
易
製
材
機
（
写
真

関
し
て
は
、
簡
易
製
材
機
（
写
真
22
）
や
チ
ェ

）
や
チ
ェ

ン
ソ
ー
製
材
で
小
規
模
な
需
要
に
は
対
応
で
き

ン
ソ
ー
製
材
で
小
規
模
な
需
要
に
は
対
応
で
き

ま
す
が
、
広
葉
樹
を
人
工
乾
燥
さ
せ
よ
う
と
思

ま
す
が
、
広
葉
樹
を
人
工
乾
燥
さ
せ
よ
う
と
思

う
と
、
重
油
や
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
で
加
温

う
と
、
重
油
や
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
で
加
温

し
、
湿
度
も
制
御
す
る
設
備
が
必
要
で
、
個
人

し
、
湿
度
も
制
御
す
る
設
備
が
必
要
で
、
個
人

工
房
な
ど
で
簡
単
に
導
入
で
き
る
も
の
で
は
あ

工
房
な
ど
で
簡
単
に
導
入
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
日
当
た
り
の
良
い
土
地
さ
え
確
保
で

そ
こ
で
日
当
た
り
の
良
い
土
地
さ
え
確
保
で

き
れ
ば
導
入
が
し
や
す
い
小
規
模
な
乾
燥
設
備

き
れ
ば
導
入
が
し
や
す
い
小
規
模
な
乾
燥
設
備

が
で
き
な
い
か
と
、
２
０
２
２
年
木
工
専
攻
卒

が
で
き
な
い
か
と
、
２
０
２
２
年
木
工
専
攻
卒

業
の
渡
邉
聡
夫
さ
ん
が
課
題
研
究
で
ビ
ニ
ー
ル

業
の
渡
邉
聡
夫
さ
ん
が
課
題
研
究
で
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
の
木
材
乾
燥
庫
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
の
木
材
乾
燥
庫
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

基
本
的
に
は
太
陽
光
の
み
で
運
用
す
る
こ
の
乾

基
本
的
に
は
太
陽
光
の
み
で
運
用
す
る
こ
の
乾

燥
庫
は
梅
雨
前
の
時
期
に
製
材
し
た
材
を
入
れ

燥
庫
は
梅
雨
前
の
時
期
に
製
材
し
た
材
を
入
れ

て
お
く
と
、
秋
口
に
は
含
水
率
を

て
お
く
と
、
秋
口
に
は
含
水
率
を
1010
％
弱
ま
で

％
弱
ま
で

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
写
真
３

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
写
真
３
））

材
の
狂
い
や
割
れ
な
ど
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

材
の
狂
い
や
割
れ
な
ど
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
は
難
し
い
の
で
乾
燥
材
を
商
業
的
に
販

る
こ
と
は
難
し
い
の
で
乾
燥
材
を
商
業
的
に
販

売
す
る
た
め
に

売
す
る
た
め
に

乾
燥
さ
せ
る
と

乾
燥
さ
せ
る
と

い
っ
た
ニ
ー
ズ

い
っ
た
ニ
ー
ズ

に
は
向
か
な
い

に
は
向
か
な
い

の
で
す
が
、
小

の
で
す
が
、
小

規
模
木
工
所
が

規
模
木
工
所
が

地
域
の
材
を
使

地
域
の
材
を
使

う
用
途
な
ど
に

う
用
途
な
ど
に

は
十
分
な
性
能

は
十
分
な
性
能

で
す
。
こ
れ
ま

で
す
。
こ
れ
ま

で
も
学
内
や
演

で
も
学
内
や
演

習
林
で
伐
採
さ

習
林
で
伐
採
さ

れ
た
広
葉
樹
な

れ
た
広
葉
樹
な

写真2　学内に設置されている簡易製材機

写真3　学内に設置されているビニールハウス乾燥庫

写真1　昨年度自力建設課題のほとりの櫓

写真4
学内で伐採されたカツラで製作した講義室の机
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木造化

高山市西之一色町3丁目695番地6

木の香る
ぎふの施設

136

施設の経緯
　株式会社グッドプラスでは、別々の場所にあった建築
士事務所とヨーグルト販売店を同じ場所に併設するた
めに、木造２階建ての事務所兼店舗を新築しました。こ
の店舗における新たな事業として、喫茶店や観葉植物
の販売も開始し、地域から親しまれるお店となっていま
す。

　ハイブリッドトラス構法による吹き抜けが入口から
広々とした空間を作り出しています。
　岐阜県産の木は柱や梁などに加えて、机や椅子など
の家具にも使用されており温かみのある雰囲気となっ
ています。

TAKUMI×COWCOW

施設の概要

事業主体 株式会社グッドプラス

事業年度 令和5年度

構造
延床面積

木造２階建て
１７７㎡

施設用途 建築士事務所、ヨーグルト製造販売、喫茶店、
観葉植物販売

助 成 額

29,272千円

木材使用量
使用樹種

県産材使用量　２３㎥
主な使用樹種　スギ、ヒノキ

株式会社グッドプラス

１０，４６２千円
（ぎふ県産材利用促進施設等整備事業）

全体事業費

設 計 者

株式会社グッドプラス

令和５年９月２６日から令和６年２月６日

施工業者

工　　期
ここに注目！！

　ぎふの木に囲まれた空間で、地元の味や木の質感を
楽しまれています。

利用者の様子

ハイブリッドトラス構法による吹き抜け

■問い合わせ先
　株式会社　グッドプラス
　ＴＥＬ 0577-70-1414

施設全景

広々とした店内

岐阜県産の木を使用した家具

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

森
林
研
究
所
●
宇
敷 

京
介

ド
ロ
ー
ン
で
忌
避
剤
散
布
は
で
き
る
の
か
？
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

森
林
研
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介

ド
ロ
ー
ン
で
忌
避
剤
散
布
は
で
き
る
の
か
？

見
え
て
き
た
課
題

　

ド
ロ
ー
ン
は
10
ℓ
タ
ン
ク
を
搭
載
し
た

農
薬
散
布
ド
ロ
ー
ン
（
図
・
1
）
を
用
い

ま
し
た
。
ま
ず
は
、
平
地
に
1.8
m
間
隔
で

並
べ
た
苗
木
に
対
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
に
つ

い
て
い
る
カ
メ
ラ
で
苗
木
を
目
視
し
、
1

本
ず
つ
散
布
を
し
て
い
き
ま
し
た
（
図
・

2
）。
試
験
は
、
高
さ
2
m
か
ら
1
秒
当

た
り
の
噴
霧
量
8
㎖
で
6
秒
間
と
6
㎖
で

8
秒
間
（
薬
液
の
使
用
量
に
準
じ
て
1
本

あ
た
り
約
50
㎖
に
な
る
よ
う
に
調
整
）
で

散
布
し
ま
し
た
。
苗
木
の
梢
端
、
主
軸
に

図.1 試験に用いたドローン

ド
ロ
ー
ン
で
忌
避
剤
を
散
布
す
る

　

ド
ロ
ー
ン
は
、
空
撮
や
測
量
、
農
薬
散

布
な
ど
様
々
な
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
林
業
分
野
で
も
、
労
働
強
度
の
低
減

や
作
業
の
効
率
化
に
向
け
、
苗
木
や
資
材

を
運
搬
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
再
造
林
で
は
、
獣
害
対
策

は
ほ
ぼ
必
須
に
も
関
わ
ら
ず
、
各
種
対

策
の
労
働
強
度
は
非
常
に
高
い
と
言
え
ま

す
。
今
回
は
ド
ロ
ー
ン
で
忌
避
剤
を
散
布

す
る
試
験
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

感
水
試
験
紙
を
と
り
つ
け
（
図
・
3
）、
そ

の
変
色
の
度
合
い
か
ら
忌
避
剤
の
付
着
を

評
価
し
ま
し
た
（
図
・
4
）。

　

そ
の
結
果
、
両
条
件
と
も
、
主
軸
で
約

7
割
の
苗
木
に
付
着
し
て
い
ま
し
た
。
一

方
で
、
梢
端
で
は
、
約
3
割
の
苗
木
に
し

か
付
着
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

傾
斜
地
で
も
同
様
の
条
件
で
散
布
を
試
し

ま
し
た
が
、
平
地
よ
り
も
散
布
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

図.2 平地での散布試験

図.4 感水試験紙による評価
0～5の6段階で付着を評価
手散布では5のようになる

3～５になった場合を付着したと判断した

図.3 感水試験紙
水の付着で青く変色する。

変色の度合いで
かかり具合を評価した。

　

本
試
験
か
ら
ド
ロ
ー
ン
で
忌
避
剤
を
散

布
す
る
う
え
で
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
ド
ロ
ー
ン
や
散

布
さ
れ
る
霧
状
の
忌
避
剤
が
風
に
煽
ら
れ

流
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
散

布
の
精
度
は
苗
木
ご
と
に
異
な
っ
て
い
ま

し
た
。
加
え
て
、
苗
木
の
梢
端
も
風
に
煽

ら
れ
揺
れ
や
す
く
、
忌
避
剤
の
付
着
の
程

度
に
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
次
に
、

苗
木
の
位
置
の
特
定
や
1
・
8
m
の
苗
木

間
の
移
動
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
で
す
。

ド
ロ
ー
ン
で
忌
避
剤
を
散
布
す
る
た
め
に

　

現
状
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
忌
避
剤
の
散

布
は
、
お
お
き
く
３
つ
の
課
題
に
よ
り
、

手
散
布
よ
り
精
度
が
低
く
、
時
間
を
要
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
課
題
を
解
決
し
、

効
果
的
か
つ
効
率
的
に
散
布
を
実
施
す
る

た
め
に
は
、
風
の
影
響
を
低
減
す
る
よ
う

な
散
布
の
技
術
や
苗
木
の
位
置
を
正
確
に

把
握
す
る
、
風
速
や
風
向
か
ら
散
布
す
る

位
置
を
決
定
で
き
る
よ
う
な
技
術
が
必
要

と
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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郡
上
農
林
事
務
所
ま
で

油圧式集材機って使えるの？
■郡上農林事務所
　林業普及指導員　杉田　勇人

　
こ
の
原
稿
は
早
い
夏
日
が
記
録
さ
れ
て

い
る
４
月
に
書
い
て
い
ま
す
。
記
事
が
掲

載
さ
れ
る
の
は
令
和
６
年
７
月
号
、
蒸
し

暑
い
時
季
真
っ
た
だ
中
で
し
ょ
う
か
？

　
梅
雨
時
期
に
な
る
と
、
岐
阜
県
内
で
体

長
２
㎜
程
度
の
微
小
な
キ
ノ
コ
バ
エ
（
ク

ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ
バ
エ
類
｟
以
下
、「
キ
ノ

コ
バ
エ
」｠
の
一
種
）
が
多
数
発
生
し
て
、

住
宅
や
学
校
に
入
り
込
ん
で
い
る
と
言
っ

た
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
森
林
の
林
床
・
花
壇
・
野

積
み
さ
れ
た
腐
葉
土
な
ど
か
ら
発
生
す
る

キ
ノ
コ
バ
エ
の
一
種
だ
そ
う
で
す
。

　
キ
ノ
コ
バ
エ
は
、
木
粉
を
利
用
し
た
培

地
に
水
を
利
用
す
る
き
の
こ
栽
培
の
現
場

で
も
発
生
し
ま
す
。
始
め
に
触
れ
た
家
屋

に
入
り
込
ん
で
不
快
害
虫
と
な
る
キ
ノ
コ

バ
エ
は
、
き
の
こ
栽
培
に
は
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
別
種
で
す
。

　
き
の
こ
栽
培
で
キ
ノ
コ
バ
エ
発
生
の
一

番
の
影
響
は
、
出
荷
時
に
混
入
し
て
ク

レ
ー
ム
の
原
因
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
き
の
こ
は
農
薬
等
を
吸
収
し
や
す
い
こ

と
か
ら
、
県
で
は
、
県
内
で
菌
床
し
い
た

け
栽
培
が
拡
が
る
の
と
同
時
に
農
薬
に
頼

ら
な
い
キ
ノ
コ
バ
エ
の
防
除
技
術
を
研
究

し
、
住
み
か
と
な
る
菌
床
へ
の
注
水
や
浸

水
に
よ
り
幼
虫
を
除
去
す
る
方
法
な
ど
を

生
産
現
場
へ
普
及
し
て
き
ま
し
た
。（
現

在
も
、
労
務
負
担
が
少
な
く
安
全
な
防
除

方
法
な
ど
、
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。）

　
始
め
に
生
活
環
境
で
大
発
生
す
る
キ
ノ

コ
バ
エ
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
が
、
国
の

研
究
機
関
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
岐
阜
県

や
静
岡
県
で
発
生
し
て
い
た
キ
ノ
コ
バ
エ

は
新
種
と
判
明
し
た
そ
う
で
す
（
２
０
２

２
年
公
表
）。

　
生
産
者
が
気
を
配
っ
て
も
、
知
ら
な
い

う
ち
に
発
生
す
る
小
さ
な
小
さ
な
キ
ノ
コ

バ
エ
、
こ
れ
を
機
に
研
究
が
進
み
、
防
除

に
つ
な
が
る
情
報
が
発
見
さ
れ
れ
ば…

、

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
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　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　技
術
普
及
係
ま
で

き
の
こ
栽
培
の
厄
介
者
・
キ
ノ
コ
バ
エ

菌床栽培しいたけにとまるクロバネキノコバエ
（岐阜県森林研究所で撮影）

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー
　
き
の
こ
通
信

5

段
取
り
も
省
力
化

　

架
線
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
係

数
等
の
確
認
が
必
要
で
す
。
従
来
は
手
計

算
で
行
っ
て
お
り
、
転
記
ミ
ス
、
計
算

ミ
ス
等
の
恐
れ
、
時
間
も
か
か
っ
て
い

ま
し
た
が
、
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ

ミ
ー
の
協
力
を
得
て
、
架
線
設
計
ソ
フ
ト

「
K
P
L
A
N
７
」を
活
用
す
る
こ
と
で
迅

速
に
設
計
で
き
、
安
全
係
数
が
確
保
で
き

な
い
と
き
も
適
切
な
資
材
に
変
更
す
る
こ

と
で
、
安
全
な
架
線
が
設
置
で
き
ま
す
。

ま
た
、
郡
上
市
高
精
度
解
析
デ
ー
タ
の
地

形
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
事
前
に

現
地
の
状
況
に
近
い
架
線
設
置
計
画
の
検

討
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

机
上
で
作
成
し
た
設
計
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
G
N
S
S
や
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て

よ
り
正
確
な
位
置
デ
ー
タ
を
把
握
し
、
本

体
設
置
、
架
線
架
設
で
の
誤
差
や
、
変
動

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
省
力
化
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

索
張
は
エ
ン
ド
レ
ス
タ
イ
ラ
ー
方
式
を

採
用
し
、
森
林
技
術
者
が
森
林
組
合
の
経

験
者
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
実
施
し
ま
し

た
。
架
設
に
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、

予
備
架
線
の
設
置
は
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
大
幅
に
労
力
の
軽
減
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

施
業
地
の
概
要

施
業
地
：
郡
上
市
明
宝
気
良
田
口
洞
地
内

施
業
地
面
積
：
1
・
6
6
ha

集
材
方
法
：
皆
伐（
架
線
）

搬
出
材
積
：
8
1
3
m3

は
じ
め
に

　
現
在
、
郡
上
森
林
組
合
で
は
、
主
に
森

林
作
業
道
な
ど
路
網
を
活
用
し
た
搬
出
間

伐
に
よ
り
木
材
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
形
や
地
質
、
土
地
所
有
者

の
意
向
な
ど
に
よ
り
、
森
林
作
業
道
等
を

開
設
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
ま
で
に

植
え
ら
れ
、
収
穫
期
を
迎
え
た
森
林
が
多

く
あ
り
、
こ
れ
ら
の
森
林
か
ら
木
材
生
産

が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
継
続
的
に
木
材
生
産
を
行
っ
て

い
く
た
め
に
は
、「
主
伐
・
再
造
林
」を
考

え
た
林
業
経
営
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た

め
に
は
、
架
線
を
活
用
し
た
集
材
に
つ
い

て
積
極
的
に
取
り
組
む
時
期
に
き
て
い
る

と
判
断
し
、
令
和
２
～
３
年
度
に
、
郡
上

市
明
宝
気
良
地
内
で
イ
ワ
フ
ジ
の
タ
ワ
ー

ヤ
ー
ダ（
T
Y-

U
5
D
）を
使
っ
た
架
線
集

材
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、携
わ
っ

た
作
業
班
か
ら「
こ
れ
は
使
え
る
！
」と
の

手
ご
た
え
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

集
材
機
に
よ
る
架
線
集
材

　

架
線
の
設
置
撤
去
、
架
線
集
材
の
経
験

が
あ
る
技
術
者
も
い
ま
す
が
、
令
和
５
年

度
は
、
木
材
生
産
向
上
の
た
め
郡
上
森

林
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
議
会
の
協
力
の
も

と
、
前
田
製
作
所
製
の
油
圧
式
集
材
機

（
F
Y
2
5
3
）を
活
用
し
、
O
J
T
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

研
修
の
現
場
は
、
尾
根
部
に
基
幹
と
な

る
林
道
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
作
業
道
を
開

設
し
て
も
地
形
等
の
制
約
か
ら
集
材
す
る

こ
と
が
難
し
い
谷
部
の
ス
ギ（
成
長
、
素

性
良
好
）の
林
分
で
す
。
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郡
上
農
林
事
務
所
ま
で

油圧式集材機って使えるの？
■郡上農林事務所
　林業普及指導員　杉田　勇人

　
こ
の
原
稿
は
早
い
夏
日
が
記
録
さ
れ
て

い
る
４
月
に
書
い
て
い
ま
す
。
記
事
が
掲

載
さ
れ
る
の
は
令
和
６
年
７
月
号
、
蒸
し

暑
い
時
季
真
っ
た
だ
中
で
し
ょ
う
か
？

　
梅
雨
時
期
に
な
る
と
、
岐
阜
県
内
で
体

長
２
㎜
程
度
の
微
小
な
キ
ノ
コ
バ
エ
（
ク

ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ
バ
エ
類
｟
以
下
、「
キ
ノ

コ
バ
エ
」｠
の
一
種
）
が
多
数
発
生
し
て
、

住
宅
や
学
校
に
入
り
込
ん
で
い
る
と
言
っ

た
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
森
林
の
林
床
・
花
壇
・
野

積
み
さ
れ
た
腐
葉
土
な
ど
か
ら
発
生
す
る

キ
ノ
コ
バ
エ
の
一
種
だ
そ
う
で
す
。

　
キ
ノ
コ
バ
エ
は
、
木
粉
を
利
用
し
た
培

地
に
水
を
利
用
す
る
き
の
こ
栽
培
の
現
場

で
も
発
生
し
ま
す
。
始
め
に
触
れ
た
家
屋

に
入
り
込
ん
で
不
快
害
虫
と
な
る
キ
ノ
コ

バ
エ
は
、
き
の
こ
栽
培
に
は
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
別
種
で
す
。

　
き
の
こ
栽
培
で
キ
ノ
コ
バ
エ
発
生
の
一

番
の
影
響
は
、
出
荷
時
に
混
入
し
て
ク

レ
ー
ム
の
原
因
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
き
の
こ
は
農
薬
等
を
吸
収
し
や
す
い
こ

と
か
ら
、
県
で
は
、
県
内
で
菌
床
し
い
た

け
栽
培
が
拡
が
る
の
と
同
時
に
農
薬
に
頼

ら
な
い
キ
ノ
コ
バ
エ
の
防
除
技
術
を
研
究

し
、
住
み
か
と
な
る
菌
床
へ
の
注
水
や
浸

水
に
よ
り
幼
虫
を
除
去
す
る
方
法
な
ど
を

生
産
現
場
へ
普
及
し
て
き
ま
し
た
。（
現

在
も
、
労
務
負
担
が
少
な
く
安
全
な
防
除

方
法
な
ど
、
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。）

　
始
め
に
生
活
環
境
で
大
発
生
す
る
キ
ノ

コ
バ
エ
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
が
、
国
の

研
究
機
関
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
岐
阜
県

や
静
岡
県
で
発
生
し
て
い
た
キ
ノ
コ
バ
エ

は
新
種
と
判
明
し
た
そ
う
で
す
（
２
０
２

２
年
公
表
）。

　
生
産
者
が
気
を
配
っ
て
も
、
知
ら
な
い

う
ち
に
発
生
す
る
小
さ
な
小
さ
な
キ
ノ
コ

バ
エ
、
こ
れ
を
機
に
研
究
が
進
み
、
防
除

に
つ
な
が
る
情
報
が
発
見
さ
れ
れ
ば…

、

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　技
術
普
及
係
ま
で

き
の
こ
栽
培
の
厄
介
者
・
キ
ノ
コ
バ
エ

菌床栽培しいたけにとまるクロバネキノコバエ
（岐阜県森林研究所で撮影）

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー
　
き
の
こ
通
信

5

違
い
、
初
心
者
で
も
操
作
で
き
る
こ
と
は

メ
リ
ッ
ト
」、「
架
線
の
張
り
方
は
自
分
の

と
こ
ろ
と
違
う
と
こ
ろ
も
あ
る
」、「
素
晴

ら
し
い
機
械
だ
が
、
機
械
が
あ
る
だ
け
で

は
集
材
は
で
き
な
い
、
人
材
を
育
て
る
こ

と
が
重
要
」と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

研
修
終
了
後
、
林
業
事
業
体
か
ら
前
田

製
作
所
の
担
当
者
へ
油
圧
式
集
材
機
に
関

し
て
問
い
合
わ
せ
を
個
別
に
行
っ
て
お
り

興
味
が
あ
る
よ
う
で
し
た
。

お
わ
り
に

　

架
設
は
人
力
に
頼
る
部
分
が
多
く
、
省

力
化
に
は
現
状
厳
し
い
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
今
回
G
N
S
S
や
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

に
よ
り
労
力
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
設
置
さ
え
で
き
れ
ば
実
運
行
で

は
、
高
効
率
の
集
材
が
初
心
者
で
も
で
き
、

今
後
操
作
に
慣
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

高
い
労
働
生
産
性
が
期
待
で
き
ま
す
。
特

に
、
事
業
地
の
面
積
や
、
搬
出
量
が
多
い

場
合
は
、
集
材
機
の
能
力
が
発
揮
で
き
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、導
入
に
あ
た
っ
て
は
主
伐
・

再
造
林
事
業
地
の
集
約
化
も
重
要
と
な
り

そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
主
伐
・
再
造
林

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
架
線
系
の

機
械
、
技
術
が
不
可
欠
で
あ
る
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
、
郡
上
地
域
の
森
林
資
源
を
有
効

に
活
か
す
た
め
、
各
林
業
事
業
体
の
活
躍

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

架
線
設
置
概
要

　

支
間
水
平
距
離
：
2
1
2
ｍ

　

支
間
高
低
差
：

－

34
・
6
ｍ

　

支
間
傾
斜
角
：

－

9
・
27
度

　

索
張
方
式
：
エ
ン
ド
レ
ス
タ
イ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
（
３
胴
）

　

定
格
出
力
：
68
・
４
ｋ
W（
93
ｐ
ｓ
）／

　
　
　
　
　
　

2
0
5
0
ｍ
ｉ
ｎ
-1

　

ド
ラ
ム
直
引
力
：
2
5
0
0
㎏

設
置
・
運
用
開
始

　

前
田
製
作
所
指
導
の
も
と
本
体
の
設

置
、
集
材
機
の
運
用
を
開
始
、
従
来
の
機

械
式
の
集
材
機
で
は
レ
バ
ー
、
ク
ラ
ッ
チ

の
操
作
が
煩
雑
で
使
い
こ
な
す
た
め
に
は

熟
練
を
要
し
た
が
、
油
圧
式
集
材
機
は
イ

ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
機
能
が
あ
る
こ
と
や
ラ
ジ

コ
ン
に
よ
り
操
作
で
き
る
た
め
、
初
心
者

で
も
容
易
に
操
作
が
で
き
、
十
分
活
用
で

き
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

研
修
会
の
開
催

　

以
前
に
岐
阜
県
内
で
紹
介
さ
れ
た
と
き

と
比
べ
て
、
郡
上
管
内
の
林
業
事
業
体
の

主
伐（
皆
伐
）・
再
造
林
の
必
要
性
の
気
運

が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、「
油
圧
式
集
材
機

（
前
田
製
作
所
製
）現
地
研
修
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
事
業
概
要
、
現
場
概
要

の
説
明
、
前
田
製
作
所
か
ら
油
圧
集
材
機

（
Ｆ
Y
２
５
３
）に
つ
い
て
の
説
明
後
、
集

材
状
況
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

操
作
者
は
、
集
材
機
に
よ
る
集
材
は
こ

の
研
修
現
場
が
初
め
て
で
1
ヶ
月
程
度
の

経
験
を
積
ん
だ
若
手
森
林
技
術
者
で
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
機
械
式
集
材
機
と
は
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8月号
予定

8月1日発行イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（228）
●山のおじゃまむし（397）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（137）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（139）

4月より環境生活政策課に配属され、主に自然公園等の施設の整備を
担当することになりました。
私の趣味が登山ということもあり、自然公園施設は普段から目にする

機会はあったのですが、自分が担当することになるとは思いもしませんでした。担当者とし
ての目線で自然公園等の施設を見てみると自然公園施設として整備されたものが多々ある
ことに気づくとともに、これまで私が快適に登山を続けてこられたのも過去に整備に携
わってきた多くの方のおかげなのだと日々実感しております。
岐阜県内には、２つの国立公園、２つの国定公園、１５の県立自然公園があります。それぞ

れに違った魅力がありますので、皆さまもぜひ自然公園を訪れて自然の景観美を感じてみて
ください。

　「森林のたより編集委員」　環境生活政策課　伊藤　曜仁

国
有
林
の
現
場
か
ら

93

国
有
林
へ
の
入
林
に
つ
い
て

場
合
に
は
、
入
林
手
続
き
と
は
別
に
、
制

限
を
行
う
権
限
を
有
す
る
機
関（
都
道
府

県
や
環
境
省
等
）で
の
各
種
法
令
に
基
づ

く
手
続
き
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
入
林
届
提
出
前
に
、
入
林
を
ご
希
望

の
国
有
林
を
管
轄
す
る
森
林
管
理
署
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
入
林
届
が
不
要
な
場
合
】

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
、
ス
キ
ー
場
、

野
営
場
、
林
道（
一
般
車
両
の
通
行
を
禁

止
し
て
い
る
場
合
を
除
く
）、
登
山
道
、

歩
道
、
広
場
、
休
憩
小
屋
等
の
施
設
が
設

置
さ
れ
て
い
る
場
所
に
、
登
山
や
森
林
浴

な
ど
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
で

入
林
さ
れ
る
場
合

　

入
林
手
続
の
詳
細（
お
問
合
せ
・
提
出

先
一
覧
、
入
林
目
的
別
の
手
続
き
・
様
式

等
）は
、
中
部
森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。「
中
部
森
林
管

理
局　

入
林
届
」で
検
索
を
お
願
い
し
ま

す
。

（
岐
阜
森
林
管
理
署
）

　

国
有
林
へ
の
入
林（
入
山
）に
は
、
管

理
経
営
上
の
支
障
等
が
な
い
か
確
認
を
行

う
た
め
、
原
則
と
し
て
、
入
林
届
の
提
出

等
の
事
前
の
手
続
き
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
入
林
さ
れ
る
方
や
国
有
林
内
で

働
く
職
員
及
び
事
業
者
等
の
安
全
確
保
、

森
林
生
態
系
保
全
等
の
影
響
、
国
有
林
野

事
業
の
実
行
等
に
支
障
が
認
め
ら
れ
る
場

合
等
は
、
入
林
を
制
限
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
入
林
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、

下
記
の
フ
ロ
ー
図
で
入
林
届
が
必
要
な
場

合
は
、
入
林
予
定
の
国
有
林
を
管
轄
す
る

森
林
管
理
署
・
支
署
、
森
林
管
理
事
務
所

に
入
林
届
等
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
多
く
の
国
有
林
野
で
は
、
森
林

法
や
自
然
公
園
法
等
各
種
法
令
に
よ
り
行

為
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
各
種
調
査
等
を
目
的
に
入

林
し
、
国
有
林
野
内
の
動
植
物
を
捕
獲
・

採
取
し
た
り
、
国
有
林
野
の
土
地
に
穴
を

掘
る
等
の
形
質
変
更
等
を
行
っ
た
り
す
る

入林手続きの流れ（フロー図）
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8月号
予定

8月1日発行イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（228）
●山のおじゃまむし（397）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（137）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（139）

4月より環境生活政策課に配属され、主に自然公園等の施設の整備を
担当することになりました。
私の趣味が登山ということもあり、自然公園施設は普段から目にする

機会はあったのですが、自分が担当することになるとは思いもしませんでした。担当者とし
ての目線で自然公園等の施設を見てみると自然公園施設として整備されたものが多々ある
ことに気づくとともに、これまで私が快適に登山を続けてこられたのも過去に整備に携
わってきた多くの方のおかげなのだと日々実感しております。
岐阜県内には、２つの国立公園、２つの国定公園、１５の県立自然公園があります。それぞ

れに違った魅力がありますので、皆さまもぜひ自然公園を訪れて自然の景観美を感じてみて
ください。

　「森林のたより編集委員」　環境生活政策課　伊藤　曜仁

森林・林業関係イベントカレンダー（7月〜9月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

7月10日㈬～
7月12日㈮

伐木等の業務(チェーンソー)
に係る特別教育

●講習時間：10日　学 科　8:50~17:10
　　　　　　11日　学･実　8:50~12:00
　　　　　　12日　実  技　8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円(本代含む)（振込み）
●定　員：50名（定員になり次第締め切ります。）

10 日（学科）
11 日（学 ・ 実）
恵那建設会館（恵那市大井町2087-276）
12 日（実技）
加子母森林組合（中津川市加子母4872-5）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

8月7日㈬～
8月8日㈭

木材加工用機械作業主任者
技能講習

●講習時間：7日～8日　8:30~17:40
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：17,600円（本代含む）（振込み）
●定　員：40名（定員になり次第締め切ります。）

ＪＡひだ吉城営農センター
（飛騨市古川町上野 571-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

9月3日㈫ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間：学科　9:20~15:40
　　　　　　実技　15:50~16:50
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円(本代含む)（振込み）
●定　員：50名（定員になり次第締め切ります。）

南ひだ森林組合（下呂市乗政 25-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

MORINOTAYORI23



TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

B S C 工法 微細藻類の力で、

人の健康 ・ 地球の環境保全に貢献します。

土壌藻類資材 （BSC-1） を散布することで、
バイオロジカル ・ ソイル ・ クラストを形成し、
侵食を防止して早く植生遷移をスタートさせる工法です。

土壌藻類を活用した環境にやさしい

表面侵食防止工法

本 社 ：〒501-6255 岐阜県羽島市福寿町浅平 1 丁目 32 番地

TEL ： 058-393-0500
URL ： https://bsc-method.com/ 国土交通省 NETIS ： OK-170002-VR

自然侵入促進工法 ： 特許第 6734500 号
周辺環境に
応じた植生遷移を促進

在来種への
環境影響を回避

土壌表面の
侵食を防止

B S C 工 法 の 効 果
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BSC とは？ ハイドロシーダー ヘリコプター
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外材市況（5月期）

樹　種 規　　格 価格 前月比較

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
ヘム（アラスカ産）

ポール
米　栂
米ひば

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

単位：円

単位：100円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（5月期）

（本（枚）単価）樹種
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　スギ4ｍの元木、尺上良材は、入札旺盛で価格は保合。スギラミナ向け
3ｍ・4ｍ材は保合。ヒノキ良材4ｍは入札旺盛で活気あり、価格は保合。ヒ
ノキ3ｍ・4ｍ構造材も価格は保合で推移。合板向けは、引き続き住宅着工
などの伸び悩みにより製品の荷動きが鈍く弱基調。製紙向けパルプ材、
発電向け未利用材ともに原木不足感が強く需要高。（岐阜）

　ヒノキやスギ並材は横ばいで推移。ヒノキ良材は全体的に応札旺盛で
特にヒノキ30cm以上が人気。広葉樹良材については引き合いが強い。
高値はヒノキ4ｍ×48cm＠91,000円、ヒノキ2ｍ×42cm＠43,000
円、イチイ4ｍ×20cm＠131,200円、マクルミ2.1ｍ×34cm＠30,800
円、サクラ2.2ｍ×38cm＠39,000円、ナラ2.1ｍ×30cm＠39,000円
クリ2.1ｍ×38cm＠36,600円。（飛騨）

　ヒノキ役物良材には応札多数であるが、当用買い中心で価格は伸び悩
み。３ｍ柱向（14cm～26cm）は価格は保合ながら、手堅い売れ行き。４
ｍ中目、土台向けも引き合いはあるが保合。スギ中目、尺上、元木良材
は、価格保合で推移。目荒等並材は価格伸び悩み売りづらさが残る。4ｍ
（24cm以上）の構造材も保合で推移、３ｍも保合継続。スギ６ｍ長柱向け
（18cm～22cm）は各方面から要望があり、造材をご検討下さい。合板
向けは弱基調。ラミナ向けはスギ、ヒノキともに活発な動きあり。（東濃）

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

建物の短辺方向に渡される横架材が「梁」、梁の直交方向（長辺）に渡される
部材が「桁」、梁の両端から屋根を構成するよう架けられる斜材が「タルキ」、
タルキの交点で屋根の最も高いところに桁と平行に置かれるのが「棟木」、棟
木と建物の軒にある軒桁との間に平 行に置かれるのが、「母屋」。 
       
     
       
      

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 気配樹種

第1856回

6月11日

6月12日

6月6日

岐
阜
共
販
所

第1447回
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16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～30㎝

30～38㎝

40㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

22～28㎝梁

30㎝以上元
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14,800
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14,300

14,800

15,000

20,500

19,000

25,000

10,000

19,300

26,000
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第1781回
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木材市場
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2,249

662

3,440

3,154

12,960

3,000

4,200

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典※単価は直材価格､但し平均値は並材二番玉価格。 気配は、前回市との比較。
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梁・桁・母屋 
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